
無
住
と
妙
住
(
小
林
)

て
、
こ
と
に
菩
薩
道
の
始
が
あ
る
。
そ
う
し
て
そ
れ
は
如
来
へ
の
供
養
と
衆
生
へ
の

成
熟
を
契
機
と
し
て
成
立
す
る
願
で
あ
る
。
」
(
一
九
九
頁
)
、
因
に
善
住
楼
閣
の
党

名
は
司
『
包

Z
S帥口同
EE凶
3
2
5
で
あ
る
。
こ
の
位
置
は
経
文
で
は
覚
城
の
東
の

荘
厳
憧
裟
羅
林
中
大
塔
廟
処
と
あ
る
が
、
こ
の
ダ
l
ニ
ヤ
カ
ラ
の
東
の
美
し
い
シ
ャ

l
ラ
樹
林
の
大
塔
崩
と
は
、
王
舎
城
の
杖
林
の
園
の
善
住
霊
廟

ω
z
E
己
主
ge円巾去、同

が
そ
の
発
想
の
素
材
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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献
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華
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史
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仏
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仏
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0
ロ

古
代
イ
ン

ド
の
身
心
観
と
仏
教

は
じ
め
に

ヒ
ン
ド
ゥ

i
教
徒
が
墓
を
作
ら
ず
、

死
者
の
た
め
の
墓
標
や
記
念
碑
や
調
堂
の

類
を
設
け
な
い
の
は
、

一
般
的
で
あ
る
ら
し
い
。
ベ
ナ
レ
ス
の
ガ
ン
ジ
ス
河
左
岸

の
体
浴
場
に
は
、
火
葬
場
も
あ
る
が
、
火
葬
さ
れ
た
遺
体
や
遺
骨
は
(
い
)
こ
の
聖
な

一
部
は
河
辺
の
土
砂
の
上
に
放
置
さ
れ
も
す
る
。
史
上
、
死

る
河
水
に
流
さ
れ
、

者
を
記
念
し
た
建
造
物
も
知
ら
れ
な
い
よ
う
だ
。
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
今
も
墓
地
を

作
り
、
死
者
を
記
念
す
る
華
麗
な
建
造
物
(
た
と
え
ば
タ
ジ
・
マ
ハ

l
ル
等
)

を

造

る
の
に
熱
心
だ
っ
た
の
と
は
違
う
の
で
あ
る
。
ま
た
古
く
仏
教
徒
は
仏
陀
の
遺
骨

を
お
さ
め
た
塔
を
造
っ
た
が

ヒ
ン
ド
ゥ

l
教
徒
は
そ
れ
に
相
当
す
る
も
の
を
持

た
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

死
者
の
記
念
物
を
作
る
の
に
熱
心
で
な
い
ヒ
ン
ド
ゥ

1
教
徒
は
、
む
し
ろ
生
の

謡
歌
に
熱
心
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
神
殿
を
裸
の
男
女
の
彫
刻
で
飾
る
し
、

神
々
も
ま
た
配
偶
神
と
一
緒
で
、
は
な
は
だ
肉
感
的
に
表
現
さ
れ
る
(
た
と
え
ば
力

ジ
ュ
ラ
ホ
の
諸
神
殿
、
エ
ロ

l
ラ
の
カ
イ
ラ
l
サ
寺
院
等
)

0

イ
ン
ド
で
は
裸
の
女
性
像

は
仏
教
や
ジ
ャ
ィ
ナ
教
に
も
恒
ま
れ
な
か
っ
た
。

パ
ハ
1

ル
フ
ト
や
サ

l
ン
チ

l

古
代
イ
ン
ド
の
身
心
観
と
仏
教
(
村
上
)

四

仏
教
聖
典
選
(
第
五
)
岩
木
裕
一
訳
、
読
売
新
聞
社
(
昭
和
日
年
)

「
華
厳
経
入
法
界
品
の
思
想
的
研
究
」
拙
論
「
科
学
研
修
』
第
引
号
(
昭
和
町
年
)

h

同
な
な
ミ
円
ミ

A
ミ
向
的
。
¥
』
。
ミ
P

与
え
ぬ
一
巾
品
一
Z
仏
げ
可
』
凸
凹
2
u
『開・

ω
円}阿君白『寸

N
r
2・同己口一〈・
0
『

nz一円担問
D
H
U
『巾臼田・]{坦吋∞・

※
林
凡
漠
対
照
を
中
心
に
論
述
し
た
の
で
と
く
に
訳
・
註
に
お
け
る
西
蔵
訳
と
焚
漢
と
の
問
題

を
省
略
し
た
。
別
の
機
会
を
持
ち
た
い
o

(

乙
ば
や
し
・
え
ん
し
よ
う
花
鼠
大
学
教
授
)

村

上

盲

~ 

7じ

の
仏
塔
の
ま
わ
り
の
門
な
ど
に
は
裸
の
女
体
が
彫
ら
れ
た
し
、

ア
ジ
ャ
ン
タ

l
の

窟
寺
に
も
裸
に
近
い
女
体
が
描
か
れ
た
し
刻
ま
れ
も
し
た
。
カ
ジ
ュ
ラ
ホ
の
ジ
ャ

ィ
ナ
の
寺
院
も
裸
の
男
女
の
彫
刻
で
お
お
わ
れ
て
い
る
。
礼
拝
や
修
行
の
場
に
、

男
女
の
愛
の
姿
(
ミ
ト
フ
ナ
像
)
が
ふ
さ
わ
し
い
の
か
、

わ
れ
る
。

と
我
々
に
は
不
思
議
に
思

タ

ル

マ

ア

ル

タ

イ
ン
ド
で
は
古
く
よ
り
人
生
の
呂
棋
と
し
て
、
法
、
実
利
、

モ
ク
シ
ヤ

は
後
に
は
こ
れ
に
解
脱
を
加
え
た
四
を
掲
げ
る
こ
と
は
、

カ

l

マ

性
愛
の
三
、

ま
た

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

性
愛
の
教
科
書
『
カ
!
?
・
ス
ー
ト
ラ
』
と
そ
の
註
釈
書
も
あ
り
、

そ
の
他
の
類

書
も
今
日
ま
で
伝
わ
っ
て
い
る
。
性
愛
を
人
生
に
お
い
て
重
要
な
も
の
と
し
、

て

の
探
究
を
一
つ
の
学
科
目
に
数
え
て
い
る
。
性
愛
を
大
事
に
す
る
伝
統
が
寺
境
等

の
彫
刻
に
ミ
ト
ウ
ナ
像
を
選
ば
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
は
い
え
、
宗
教
が
め
ざ
す
法
、
あ
る
い
は
解
脱
と
、
性
愛
が
両
立
す
る
の
か

ど
う
か
。
解
脱
を
求
め
て
山
山
家
遊
行
す
る
遁
世
者
は
、
性
的
関
係
を
離
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
し

一
切
の
所
有
を
放
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
仏
教
の
出
家
者

も
同
様
で
あ
る
。
解
脱
は
性
愛
や
実
利
と
は
相
反
す
る
。
し
か
し
性
愛
を
も
宗
教

的
な
行
の
中
に
と
り
い
れ
た
タ
ン
ト
ラ
の
宗
教
も
あ
る
。

五



古
代
イ
ン
ド
の
身
心
観
と
仏
教
(
村
上
)

も
し
、
解
脱
を
目
的
と
す
る
宗
教
が
性
愛
と
両
立
す
る
と
す
れ
ば
、

そ
の
基
礎

を
な
す
考
え
方
、
あ
る
い
は
感
じ
方
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
に
ふ
れ

た
よ
う
に
、

イ
ン
ド
人
が
日
訟
を
作
ら
な
い
ζ

と
と
も
、
共
通
す
る
考
え
方
、
感
じ

方
が
あ
る
の
か
、
ど
う
か
。

乙
こ
で
、

イ
ン
ド
古
来
の
身
心
観
や
生
命
観
を
た
ず
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

と

の
よ
う
な
疑
問
へ
の
解
答
の
糸
口
を
求
め
て
み
た
い
。

ま
ず
、

人
聞
の
身
心
と
そ
の
諸
機
能
、
さ
ら
に
生
命
は
、
神
的
な
存
在
と
、
ど

う
か
か
わ
る
か
、
と
い
う
点
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。

ヴ
ェ
ー
ダ
に
お
け
る
身
心
観
と
神
観
念

古
い
『
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
』
(
勾
h
l
て町
n
p
N
、
同
で
)
を
は
じ
め
と
す
る
、
ヴ
ェ
ー
ダ

そ
の
ま
ま
後
の
ヒ
ン
ド
ゥ

i
教
に
つ
な
が
っ
た
、
と
い
う
わ
け
も
な

の
宗
教
が
、

ぃ
。
現
代
の
イ
ン
ド
に
見
ら
れ
る
諸
の
事
象
の
起
原
を
ヴ
ェ
ー
ダ
に
求
め
る
の
は
、

単
純
に
す
ぎ
よ
う
。
た
だ
、
先
に
ふ
れ
た
よ
う
な
疑
問
を
か
か
え
な
が
ら
、
、
ヴ
ェ

ー
ダ
を
は
じ
め
と
す
る
古
典
を
た
ず
ね
て
、
解
明
の
端
緒
を
求
め
る
の
で
あ
る
。

『
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
』

(
諸
天
)
は
、

の
神
々

多
く
は
自
然
界
の
現
象
、

威
力

や
構
成
要
素
を
神
格
化
し
た
自
然
神
で
あ
る
、
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
抽
象
的

な
観
念
も
神
格
化
さ
れ

と
く
に
人
間
の
身
心
の
機
能
や
能
力
、
心
理
作
用
、
あ

る
い
は
精
神
的
状
態
を
一
不
す
語
が
、

そ
の
ま
ま
神
格
の
名
と
な
り
、
讃
歌
を
旅
げ

ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
ヴ
ァ

i
チ
ュ
(
〈
仰
の
三
言
語
の
女
神
)
、
、
ダ
ク
シ
ャ

E
m
w胡
P

J_  

/"¥ 

意
力
)
、

(
自
白
ロ
upr
激
情
)
、

マ
ン
ユ

シ
ュ
ラ
ッ
、
ダ
ハ

l

(bE門
E
H
H
Y
信)、

7
a

。、

A

，
ノ

(
〉
門
出
子

ス

(片山℃

gu
苦
行
、
熱
力
)
な
ど
で
あ
る
。

ダ
ク
シ
ャ
は
ア
デ
ィ
テ
ィ

無
限
、
無
垢
)
よ
り
生
ま
れ
、

ま
た
ダ
ク
シ
ャ
よ
り
ア
デ
ィ
テ
ィ
が
生
ま
れ
、
後

者
に
従
っ
て
神
々
が
生
ま
れ
た
と
い
う
(
勾
て
H
0
・
芯
・
十
切
)
。
が
詳
し
く
は
わ
か

(
3
)
 

ら
な
い
。
マ
ン
ユ
(
激
情
)
に
捧
げ
ら
れ
る
こ
つ
の
讃
歌
に
よ
れ
ば
、

マ
ン
ユ
は

イ
ン
ド
ラ
(
帝
釈
天
)
と
な
り
、
他
の
神
と
な
っ
た
と
も
い
い

と
の
神
は
お
そ
ろ
し
い
力
で
あ
り
、

ζ 

乙 φ

22 
1 対
~ L， 

;事
壬モ
た fて.~
ちこで

突き戸
-乙 00

ア}授::-0
グけ巴

た
ま
え
、
と
願
わ
れ
る

(
E・
g・
6
0

ニ
神
)
の
よ
う
に
な
っ
て
敵
に
向
か
っ
て
進
撃
す
る
よ
う
に
と
歌
わ
れ
る

(
H
0
・

E-H)。
心
中
の
激
情
、

激
怒
に
か
ら
れ
て
人
は
放
と
戦
う
の
で
あ
り
、

ま
た
そ

れ
は
英
球
神
イ
ン
ド
ラ
の
戦
意
と
も
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
い
う
激
怒
の
力
が
ハ
4
U

戦
い
な
ど
に
お
い
て
人
の
心
に
わ
き
お
こ
る
こ
と
を
、

ζ

の
神
に
願
う
の
で
あ
る
。

『
ア
タ
ハ
ル
ヴ
ァ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
』

(hHbhNさむ
l

て同
h
H
F
Aて
)
で
は
、

そ
の
よ

う
な
身
心
の
機
能
等
を
示
す
神
格
は
数
を
増
し
て
い
る
。
同
一
一
・
八
は
晦
渋
な

文
章
で
人
間
(
人
体
)
の
構
造
や
身
心
の
機
能
を
述
べ
て
い
る
。

め
て
み
よ
う
。
(
括
弧
に
小
節
の
番
号
を
記
す
)

激
情
(
ロ

g
s
d
)
が
願
望

そ
の
要
旨
を
求

(白山召}内向日目)印)

の
山
本
か
ら
妻
を
姿
っ
た
(
一
〉
。
そ

の
と
き
、
大
海
に
苦
行

(
Z
H
X
Z
)
と
業

(
W
R
B
m
p
祭
妃
)

と
が
あ
っ
た
。
そ

の
両
者
は
花
婿
の
付
添
(
〕
印
ロ
苫
)
で
あ
り
、

花
嫁
を
迎
え
に
行
く
係

(
4
m
q
釦)

で
あ
っ
た
。

ハ
ま
た
〕
党
(
げ
円
山
}MEME)
は
そ
の
係
の
最
高
者
で
あ
っ
た
(
二
)
。

十
人
の
神
々
が
〔
他
の
〕
神
々
よ
り
も
前
に
生
ま
れ
た
つ
ニ
)
。

〔
そ
れ
は
〕
呼
気

(官

g
p
生
気
)
、
吸
気
(
者
帥
ロ
P
下

気

)

、

阪

、

不

滅

(mgxc、
滅

(ZE)、
介
気

(
4
3ロm
w
)

、
上
気
宮
内
回
同
口
釦
)
、
語
(
品
。
〉
、
意
で
あ
り
、
彼

耳、

天リ等
則タは

〔
花
嫁
と
し
て
〕
意
向

(
回
付
口
氏
)

を
つ
れ
て
き
た
(
四
)
。

ハ
そ
の
と
き
〕

(
帝
釈
天
)
、

ア
グ

(
門
臣
官
吋
)
、
ブ
リ
ハ
ス
パ
テ
ィ
、

創
造
主

イ
ン
ド
ラ

一
(
火
天
)
、

ア
シ
ュ
ヴ
ィ
ン
双
神
も
生
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
(
五
)
。

十
古
行
は
砦
九

よ
り
生
ま
れ
た
。
彼
等
(
神
々
)
は
そ
れ
(
業
)
を
崇
拝
し
た
(
六
)
。
地
守
宮
口
E
C

シは
卜そ
リれ
(よ
守り
忠も
符以
、、../ ~ 

日什

創;;p乙
雪Jあ
リ つ

Tこ
r向、
七
、ーノ

ア
グ
ニ
、

卜
ヴ
ァ

，
寸
ン
H

「-フ、

ソ
!
?
、

〔
の
五
神
U

は
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
と
同
名
の
神
か
ら
生

ま
れ
た
(
九
)
。
神
々
よ
り
も
前
に
生
ま
れ
た
〔
呼
気
等
〕
十
神
は
世
界
を
息
子
た

ち
(
イ
ン
ド
ラ
等
)
に
与
え
た
(
一

O
)
。

以
上
は
不
明
瞭
な
が
ら
も
、

天
地
創
造
に
関
連
す
る
神
話
で
あ
ろ
う
。

こ
と
に

生
理
的
機
能
(
あ
る
い
は
器
官
)
が
挙
げ
ら
れ
、

マ
Y

ユ

サ

ン

カ

ル

パ

ア

ク

!

テ

イ

も
そ
れ
ぞ
れ
神
格
と
さ
れ
て
い
る
。
激
情
が
願
望
の
家
か
ら
意
向
を
妻
と
し
て
迎

擬
人
的
に
人
聞
の
心
理
的
、

し
か

え
る
と
い
う
の
が
主
旨
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
際
花
嫁
を
迎
え
に
行
く
係
が

党
を
第
一
と
し
、
苦
行
、

業
で
あ
り
、

ま
た
呼
気
等
十
神
で
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

林
ん
は
こ
乙
で
も
世
界
の
最
高
原
理
で
あ
り
、

ま
た
人

(切口円

gmむ
を
あ
ら
し
め
る

原
理
で
あ
り
、

人
そ
の
も
の
で
も
あ
る
乙
と
は
、

後
か
ら
も
知
ら
れ
る
。
苦
行
と

業
と
は
人
が
行
う
も
の
。

呼
気
等
十
神
は
、

呼
気
、

し
か
し
、

吸
気
、
介
気
、
上

気
と
い
う
人
体
を
機
能
せ
し
め
る
気
(
風
)
、

眠
、
耳
と
い
う
感
覚
器
官
、

一
口
石
川

機
能
、
意
(
こ
こ
ろ
)
等
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
人
の
生
理
的
、
心
理
的
機
能
で
あ
る

こ
こ
に
不
滅
と
滅
と
い
う
抽
象
的
原
理
(
神
)

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
理
解
し

古
代
イ
ン
ド
の
身
心
観
と
仏
教
(
村
上
)

に
く
い
。
後
世
の
註
釈
家
サ
l
ヤ
ナ
は
不
滅
と
は
知
力
C
四回ロ
m
l
U
E
C
、
減
と
は

行
動
力

(}円円門司同
i
b
m
凶}丸山)

知
力
は
ア

l
ト
マ
ン

と
説
明
し
て
い
る
。

で
あ
る
、

(
我
)
の
本
質
と
し
て
で
あ
る
が
、
行
動
力
は
解
脱
(
死
)
の
と
き
に
は
停
止
す

る
、
と
い
う
の
が
、

そ
の
理
由
で
あ
る
。

こ
れ
を
参
酌
す
る
と
、

十
神
は
い
ず
れ

も
人
の
身
心
の
機
能
で
あ
る
。
後
に
こ
れ
ら
神
々
は
人
の
中
に
入
る

(一一一一、

八
)
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
あ
と
人
体
の
構
成
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
髪
、
骨
、
健
、
肉
、
髄
を
も

っ
て
き
て
身
体
を
つ
く
る
の
で
あ
る
(

一
)
が
、

集
注

(ZH世
田
-
の
)

と

い

う

神

々
が
そ
れ
を
な
し
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
(
二
二
)
。
膝
、
足
、
膝
の
関
節
、
頭
、

手
、
顔
、
肋
骨
、
乳
房
、

脇
(
一
四
)
、
舌
、
頚
、
脊
椎
、

と
れ
ら
を
皮
膚
で
包
ん

で
統
合
(
印

gj門
出
品
)
〔
と
い
う
女
神
〕
が
ま
と
め
あ
げ
(
一
五
)
、
統
制

(
4山
仲
間
凶
)

の
妻
で
あ
る
自
在

(
山
首
〉
〔
と
い
う
女
神
〕

ハ
ζ

の
よ

が
色
を
つ
け
た
(
一
七
)
。

う
に
し
て
で
き
た
人
体
に
〕

ト
ヴ
ァ
シ
ュ
ト
リ
〔
神
〕
が
孔
を
あ
け
た
。
死
す
べ

き
人
(
自
己
弓
釦
)
を
家
と
な
し
て
神
々
は
人

S
R
5釦)
に
入
っ
た
(
一
八
)
。

以
上
に
よ
っ
て
人
体
の
構
成
は
で
き
あ
が
る
。
神
々
は
諸
要
素
を
寄
せ
集
め
て

そ
の
人
体
に
神
々
が
入
っ
て
い
る
、
と
い
う
。
こ
の
神
々
と
は
、

人
体
を
作
り
、

さ
き
に
も
言
及
し
た
通
り
、
主
に
人
の
心
理
的
、

生
理
的
機
能
(
要
素
)
で
あ
る
。

こ
の
あ
と
、
心
理
的
、

生
理
的
要
素
等
が
多
く
あ
げ
ら
れ
、
そ
れ
ら
も
そ
れ
ぞ

。

れ
擬
人
的
に
、

恐
ら
く
神
格
化
し
て
、

人
体
の
中
に
入
っ
た
、

と
述
べ
ら
れ
る
。

そ
れ
ら
心
理
的
、
生
理
的
要
素
等
と
は

七



古
代
イ
ン
ド
の
身
心
観
と
仏
教
(
村
上
〉

睡
眠
(
田

g
uロ
己
、
怠
惰

(
Eロ
仏
『
日
)
、
悲
惨
(
巳
品
己
)
、
悪

Z
S
B田
口
)
と

い
う
神
格
、
老
(
〕
民
同
〉
、
禿
髪
、
白
髪
(
一
九
)
、
盗
、
悪
行
(
仏

5
対
立
山
)
、
罪

過
(
〈
ユ
Z
m
w
)
、
真
実
(
白
山
門
可
山
)
、
供
犠
(
可
丘
町
凶
釦
)
、
大
き
な
名
誉
(
三
宮
田
)
、

力

(
E
Z
)
、
権
力

(wgHE〉
、
威
力
宮
古
印
)
(
二

O
)
、
興
隆

(
σ
F
2
0
、
不

興
隆
(
釦
-
u
V
D
片
山
)
、
寛
大
合
同
片
山
)
、
不
寛
大

(
m
S
F
寄
喬
)
、
飢
(
宮
口
門
回
目
出
)
、

渇
(
丹
羽
口
問
)
(
一
二
〉
、
非
難
(
ロ

E
E
)
、
無
非
難

(
S
E仏
印
)
、
応
諾

(
E
E
m
i

r-〉
、
否
認
(
ロ
主
己
)
、
信

(UE仏
門
出
品
、
)
、
〔
祭
官
へ
の
〕
報
酬
(
仏
削
除
包
宮
)
、

不
信
(
弘
『

E'as)
つ
コ
己
、
明

(
4
E
3
l・
知
〉
、
無
明
(
壁
一
円
山
可
凶
・
無
知
)
、

教
授
さ
れ
る
も
の

(cum-円
四
巾
弔
問
)
、
焚
、
讃
歌
(
吋
円
)
、
旋
律
(
的
問

Emg)
、
祭
詞

(可旦

c
e
c
三
一
)
、
歓
喜
(
帥
ロ
山
口
含
ー
)
、
支
口

(gc門
目
白
)
、
喜
悦

(
U
E
B
z
e
、

大
喜
悦
(
与
宮
言
。
含
・
自
己
仏
)
、
笑
(
げ
富
山
)
、
遊
戯

(E己
的
冨
)
、
舞
踊
(
ロ
コ

E
)

(
二
四
)
、
談
話
(
巴

Sm)、
冗
話
(
七
円
包

Sm)、
挨
拶
語
(
与
E
E富
山
凶
匂
釦
)
、

結
合
宿
ヨ
に
)
、
接
合
(
匂
門
知
ヨ
ニ
)
、

A
口
(
可
三
)
(
二
五
)
、
祝
福
(
忠

F
祈
願
〉
、

命
令
(
官
印
公
的
)
、
要
求
(
白
山

B
品
目
白
)
、
説
明
(
己
公
印
)
、
心

(nxsE-
ミ・)、

願
望
(
白
山
同
省
】
S-Hxr
思
惟
)
(
二
七
)

で
あ
る
。
と
れ
ら
が
『
身
体
に
入
っ
た
』

(
S
E
E
S
Sロ
℃

B
i
E
D
)
と
繰

返
さ
れ
る
。
乙
れ
ら
の
中
に
は
、
三
ヴ
ェ
ー
ダ
の
内
容
を
な
す
讃
歌
、
旋
律
、
祭

詞
や
、

人
間
の
な
す
行
為
の
内
容
を
な
す
盗
、

罪
過
、
供
犠
、
遊
戯
、
舞

悪
行
、

踊
、
談
話
等
を
も
含
ん
で
い
る
。

神
々
が
人
(
匂

Z
E詔
)
に
入
る
、
と
繰
返
さ
れ
る
(
二
九
)
が
、

入
る
と
も
繰
返
さ
れ
る
(
三

O
)
。
ま
た
身
体
に
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
パ
テ
ィ
(
造
物
主
)

党
が
身
体
に

J¥ 

が
い
る
と
も
い
う
(
同
)

0

こ
の
章
の
終
り
近
く
に
お
い
て
、

プ
ル
シ
ヤ

「
ま
こ
と
に
そ
れ
ゆ
え
に
知
者
は
、
こ
の
人
は
究
で
あ
る
と
考
え
る
べ
し
。

(門
H
2
6仲
間
H
H
W

』
ミ
・
)
が
い
ま
ず
か
ら
c

何
と
な
れ
ば
、

た
と
え

乙
こ
に
神
々

ば
牛
が
牛
舎
に
い
る
よ
う
に
』

(
与
て
・
巳
・
∞
・

ωω)

と
述
べ
ら
れ
る
。

そ
れ
が
究
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
乙
と
を
説

同
じ
よ
う
に
人
体
の
構
造
を
説
き
、

円

6
)

く
同
一

0
・
こ
に
お
い
て
も
、
焚
が
人
体
に
入
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
と
で
は
プ
ル
シ
ャ

(
人
)
を

(UCH.-

城
、
砦
、
億
一
塁
)

に
休
ろ
う

(肌即日)」

「
プ
ル

と
解
す
る
通
俗
的
語
原
論
を
示
唆
し
、
プ
ル
シ
ャ
を

「
党
の
城
」

(
σ
E
F
5
8
5

ロ
ロ
ロ
入
山
村
、
-
H
0
・N
・
自
L
C
L
H
)

と
呼
び
、
ま
た
「
八
輸
を
有
し
九
円
を
有
し
、
神

プ
ル

々
の
冒
し
難
き
城
」
と
も
い
う
(
与
で
・

5
・
N
・
臼
)
。
八
輸
が
手
足
等
身
体
の

プ
ル

部
分
を
指
し
、
九
円
は
眼
や
耳
等
の
孔
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
焚
の
城
と

は
ま
さ
し
く
人
体
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
プ
ル
の
中
に
さ
ら
に
黄
金
色
の
容
器

(wam)
が
あ
り
、

『
そ
こ
に
ア
ー
ト
マ
ン
(
我
、
魂
)
を
有
す
る
不
可
思
議
物

(可
mw叩
山
富
山
伊
丹
ヨ
ωロ
〈
記
)
が
あ
り
、
そ
れ
を
ば
究
を
知
る
者
は
知
る
』

(
k
A

て・

5
・N
・ωM)
と
い
う
。
黄
金
色
の
容
器
と
は
心
臓
を
暗
示
し
、

そ
の
不
可
思
議
物

は
恐
ら
く
焚
と
等
置
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
乙
の
章
の
最
後
は

プ
ル

『
輝
き
わ
た
り
、
山
吹
色
の
、
名
誉
に
蔽
わ
れ
た
、
黄
金
色
の
、
不
敗
の
城
に
、

党
は
入
っ
た
』
(
み
て
・

5
・N
・
ωω)

と
い
切
っ
。

党
は
人
体
を
作
っ
た
創
造
主
(
原
理
)
で
あ
る
が
、

同
時
に
被
造
物
た

る
人
体
の
中
に
入
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た

『ま
ζ

と
に
誰
で
も
、
不
死
に
包
ま
れ
た
、
党
の
城
を
知
る
者
に
、
党
と
党
の

従
者
た
ち
(
寄
与

E
Sー
)
は
、
眼
を
与
え
、
生
気
を
、
子
孫
を
(
与
え
た
〕
』

(みて・

5
・N
-
N
C
)
。

『
誰
で
も
、
そ
れ
が
た
め
に
プ
ル
シ
ヤ
(
人
)
と
い
わ
れ
る
と
乙
ろ
の
党
の
城

を
知
る
者
、
彼
を
ば
老
齢
の
〔
来
る
〕
前
に
眼
は
捨
て
ず
、
生
気
は
〔
捨
て
〕

な
い
』

(
与
で
-
H
0
・N
-
ω
O
)

ん」いゆっ。

人
体
の
不
可
思
議
な
る
構
造

(
H党
リ
神
的
原
理
の
宿
る
と
と
ろ
)

を

知

る
者
は
、
限
(
視
力
)
を
失
わ
ず

天
折
せ
ず

子
孫
に
恵
ま
れ
る
、

と
い
の
で

あ
る
。
人
体
に
多
く
の
神
々
が
宿
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

「
神
々
の
官
し
難
き
城
」

と
い
う
表
現
に
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

人
体
に
神
が
泊
る
の
で
あ
り
、
人
の
身
心
の
機
能
が
神
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
を

見
た
。
も
っ
と
も
擬
人
的
、
神
話
的
な
表
現
で
あ
る
か
ら
、
神
と
い
っ
て
も
比
騎

的
な
言
い
方
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
疑
い
が
持
た
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
し
か

に
先
に
見
た
身
心
の
機
能
や
状
態
を
示
す
語
が
全
て
他
に
お
い
て
も
神
格
と
し
て

見
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
し
か
し
、
激
情
の
よ
う
に
他
に
も
讃
歌
(
均
六

H
0
・
毘
∞
品
)
を
捧
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
右
(
k

曲
て
・
口
・
∞
ニ
0
・N
)

に
は

(片帥
E
P
意
欲
)
も
神
格
と
し
て
讃
歌
に
歌
わ
れ

出
て
い
な
か
っ
た
が
、

カ
l
マ

て
い
る
。

カ
!
?
は
後
世
に
は
欲
望
の
神
、
愛
の
神
で
あ
る
が
、
古
く
は
意
欲
を
意
味
し

た
。
宇
宙
開
闘
の
歌
と
も
い
わ
れ
る
「
無
非
有
歌
」

(
Z山
富
仏
宮

5
1
p
均
六
H
0
・

に
は
、
太
初
の
「
唯
一
物
に
最
初
に
カ

1
7
(意
欲
)
が
あ
ら
わ
れ
た
。
こ

H
M
m
w
)
 

古
代
イ
ン
ド
の
身
心
観
と
仏
教
(
村
上
)

(
7〉

れ
は
意
(
思
考
力
)
の
第
一
の
種
子
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。
宇
宙
発
生
の
次
第
は
明

確
で
な
い
が
、
創
造
の
最
初
に
意
欲
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る

o
h六
(
九

-
一
一
)
に
は
カ

1
7
は
意
欲
の
神
と
し
て
う
た
わ
れ
て
い
勺
乙
の
カ
!
?
は
敵

対
者
を
駆
逐
す
る
も
の
と
し
て
呼
び
か
け
ら
れ
る
。
そ
れ
は
最
初
に
生
ま
れ
た
も

の
、
す
ぐ
れ
た
神
と
し
て
称
讃
さ
れ
る
。
そ
れ
は
火
神
宮
m
E
)
と
同
視
さ
れ
、

ま
た
激
情

(
E
8
3
H
)
と
も
呼
ば
れ
る
。

し
か
し
最
後
に
は

『
汝
は
わ
れ
ら

に
入
れ
』
(
み
て
-c
・N
・N
印
)
と
呼
び
か
け
ら
れ
る
。

意
欲
の
神
は
、
わ
れ
わ
れ
の

心
に
入
り
、
意
欲
と
な
っ
て
、
は
た
ら
く
こ
と
を
予
想
し
、
祈
願
す
る
の
で
あ
る
。

人
体
に
神
々
が
身
心
の
機
能
等
と
し
て
宿
る
と
い
う
観
念
を
見
た
。

ζ

の
逆
に

人
間
の
身
心
の
機
能
や
要
素
か
ら
自
然
界
の
要
素
(
同
時
に
神
格
)
が
出
来
る
、
ま

た
は
人
間
の
機
能
や
要
素
は
自
然
界
の
要
素
に
帰
る
、
と
い
う
観
念
も
あ
る
。

プ
ル

νヤ

古
く
『
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
』
の
「
原
人
の
歌
」
(
司
ロ
円

5
釦
目
的
口
付
片
山
、
勾
て
-
H
0
・
8
)

に
は
、
原
人
た
る
プ
ル
シ
ャ
を
祭
供
と
し
て
祭
妃
(
供
犠
)
を
行
う
と
天
地
万
物

が
出
来
る
と
い
う
。
こ
こ
に
プ
ル
シ
ャ
の
身
体
の
諸
部
分
か
ら
宇
宙
の
要
素
(
神
)

が
生
じ
た
。
す
な
わ
ち
、
意
よ
り
月
が
生
じ
、

眼
よ
り
太
陽
、

口
よ
り
イ
ン
ド
ラ

と
ア
グ
ニ
、
息
よ
り
風
、
憤
よ
り
空
界
、
頭
よ
り
天
、
耳
よ
り
方
位
が
生
じ
た
、

〈

9
)

と
い
う

(
N
N
て
-
H
0
・C
0
・
5
1一E
I
みて・一
E
・o
・叶

1∞
日
て
む
し
九
円
N
h
w
h
s
n
-
y
m
-
句
R
N
§
E
H
a

臼
-
H
N
E
)
。
人
の
身
心
と
宇
宙
と
の
対
応
関
係
が
示
さ
れ
て
い
る
。

人
体
に
宿
る
神
々
を
列
挙
し
て
い
た

『
ア
タ
ハ
ル
ヴ
ァ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
』

八
に
も
、
人
間
の
要
素
が
神
格
で
あ
る
自
然
界
に
帰
る
と
と
を
示
し
て
い
る
。

九



古
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の
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(
村
上
〉

ス
l
ル

ヤ

ず

7
1タ

『
太
陽
は
眼
を
、
風
は
患
を
分
け
持
っ
た
。
彼
(
人
)
の
他
の
ア

l
ト
マ
ン

ア
グ
ニ

ハ
我
、
肉
体
)
を
神
々
は
火
に
与
え
た
』
(
み
て
・
口
・
∞
・
ω
H
)

と
。
人
が
死
ぬ
と
眼
ハ
機
能
〉
は
太
陽
に
ゆ
き
、

息
は
風
に
帰
し
、

肉
体
は
火
葬

に
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

古

ウ

パ

ニ

シ

ャ

ド

に

お

け

る

身

心

観

広
義
の
ヴ
ェ
ー
ダ
文
献
の
中
の
最
後
の
部
分

(4ahwzm)
と
も
い
わ
れ
る
ウ

パ
ニ
シ
ャ
ド
は
、
古
来
、
哲
学
(
知
)
を
説
く
部
分

(
吉
山
口

maw凶
H
M
ム
釦
〉

だ
と
さ

れ
、
そ
の
前
の
祭
事
部
(
冨
円

Em--内
容
円
四
回
)

と
は
区
別
さ
れ
る
。

新
し
い
思
想

と
し
て
は
、
祭
妃
に
対
す
る
に
知
の
優
位
、
死
後
の
運
命
に
関
す
る
輪
廻
と
業
の

観
念
、
万
物
の
統
一
原
理
の
探
究
の
思
弁
な
ど
が
、
そ
と
に
見
ら
れ
る
。

初
期
の
古
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ド
〈
仏
教
以
前
の
成
立
に
な
る
と
い
う
)
に
お
い
て
も
、
神

神
が
身
心
の
機
能
と
し
て
人
体
に
宿
り
、
ま
た
人
が
死
ぬ
と
、
そ
の
要
素
や
機
能

は
自
然
界
の
要
素
た
る
神
格
に
帰
る
、
と
い
う
観
念
は
依
然
と
し
て
存
在
し
、
し

か
も
身
心
や
万
物
の
統
一
原
理
の
探
究
の
思
弁
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。

ブ
ラ
!
フ
マ
ナ
や
古
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ド
に
見
え
る
、
身
心
の
機
能
の
優
劣
争
い
の

物
語
は
、
擬
人
的
に
神
話
的
に
身
の
機
能
を
見
て
い
る
が
、
同
時
に
身
心
の
統
一

(
4
帥
♂
言
語
機
能
)
、

原
理
を
探
求
す
る
過
程
の
一
コ
マ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

語

耳
〈
聴
覚
)
、
眼
(
視
覚
)
、
意
、
息
(
匂
円
陣
営
r
生
気
)
の
五
者
が
優
劣
を
争
い
、

父
な
る
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
パ
テ
ィ
(
造
物
主
〉
に
裁
定
を
求
め
る
と
、
「
身
体
か
ら
出
て

。

行
っ
た
と
き
に
身
体
が
最
悪
状
態
に
な
る
者
が
、

最
勝
者
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
る
。

語
、
限
、
耳
、
意
が
人
体
か
ら
出
て
行
っ
て
も
生
命
に
別
条
は
な
い
が
、
息
が
出

て
行
こ
う
と
す
る
や
、

人

体
は
危
機
に
瀕
す
る
。

他
の
諸
機
能
(
望
者
同
)
を
も
引
き
抜
い
て
し
ま
う
。

プ
ラ

1
ナ

(

叩

)

ブ

ラ

l
ナ

か
く
し
て
息
の
優
位
が
承
認
さ
れ
た
と
い
う
。
息
は
火
で

人
が
眠
る
と
、
語
も
限
も
、
意
も
耳
も
息
に
入
り
、
目
覚
め
る
と
、
息
よ

り
出
る
、
と
も
い
わ
向
か
。
意
と
語
と
の
優
劣
論
争
は
プ
ラ
ジ
ャ

l
パ
テ
ィ
の
裁

(ロ)

定
で
意
の
勝
と
さ
れ
る
。

あ
り
、身

心
の
機
能
の
優
劣
、

さ
ら
に
は
統
一
の
原
理
が
考
え
ら
れ
、
つ
い
に
ア

l
ト

(
碍
)

統
一
の
原
理
と
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
際
に
諸

マ
ン
が
諸
機
能
の
中
心
、

機
能
も
ア

i
ト
マ
ン
も
単
な
る
抽
象
的
観
念
で
は
な
く
、

依
然
神
格
と
し
て
見
倣

さ
れ
て
い
る
と
と
に
注
意
し
た
い
。

ア
i
ト
マ
ン
が
神
格
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、

ア
ー
ト
マ
ン
に
よ
る
世
界
創
造
説

『
プ
リ
ハ
ド
・
ア
ー
ラ
ン
ヤ
カ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ド
(
切
『
J
F
h
H
h

芯『
h
H
A柚
-
y
h
H
a

』g-shvbミ
吻
h
N
h

叫
)
』
一
・
四
に
は
、
太
初
、
人
の
形
を
し
た
ア

l
ト
マ
ン
の
み
が

ア
ー
ト
マ
シ

あ
っ
た
が
、
孤
独
を
楽
し
ま
ず
、
自
己
を
二
分
す
る
ζ

と
に
よ
っ
て
夫
と
妻
と
に

に
よ
る
。

な
り
、

相
交
り
生
殖
に
よ
っ
て
人
々
が
生
じ
、
次
々
他
の
動
物
に
変
身
し
て
交
り
、

動
物
が
生
じ
万
物
が
生
じ
た
と
い
う
。
造
物
主
た
る
ア

l
ト
マ
ン
は
被
造
物
た
る

人
に
入
っ
て
い
る
。
爪
の
先
に
ま
で
入
っ
て
い
る
。
ア
ー
ト
7

ン
は
人
が
息
を
す

プ
ラ

1
7

る
と
き
に
は
息
と
い
い
、
語
る
と
き
に
は
語
、
見
る
と
き
は
限
、

耳
、
考
え
る
と
き
は
意
で
あ
り
、

聞
く
と
き
に
は
〔
叫
)

息
な
い
し
意
は
そ
の
作
用
の
名
で
あ
る
と
い
う
。

ア
ー
ト
7

ン
は
造
物
主
で
あ
る
と
と
も
に
身
心
の
諸
機
能
で
あ
り
、
そ
の
統
一
者

『
ア
ィ
タ
レ

l
ヤ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ド
〆戸、、

~ ... 
ー唱.;
!;:l 
『
問、d
a 
E主、
、J
b.. 

一
で
は
、

太
初
独

一
な
る
ア

l
ト
マ
ン
は
、
水
気
、
光
、
死
、

水
を
創
造
(
流
出
)
し
、

水
か
ら
プ

ル
シ
ャ

(
人
)
を
抽
出
し
た
。
と
の
プ
ル
シ
ャ
の
諸
部
分
(
器
官
)

よ
り
諸
機
能

が
生
じ
、
諸
機
能
よ
り
自
然
界
の
要
素
す
な
わ
ち
神
格
が
生
ず
る
。
と
の
点
は
先

の
「
プ
ル
シ
ャ
の
歌
」
の
主
旨
を
承
け
て
発
展
さ
せ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
と

乙
ろ
が
、

そ
れ
ら
の
神
格
は
機
能
と
な
っ
て
人
体
(
器
官
)
に
入
る
と

さ
ら
に
、

い
う
。
そ
の
対
応
関
係
を
図
示
す
る
と
次
の
通
り
。

(
器
官
)

(
機
能
)

(
神
格
)

口

宝五
関口

火

鼻
孔

d息

展L

限

視
覚

太
陽

耳

聴
覚

方
位

皮
膚

毛
髪

草
木

JL; 、
臓

意

月

陽三慣
根ス

下
気

死

精
液

71く

右
の
中
で
、
毛
髪
は
機
能
と
言
え
な
い
。
触
覚
と
嘆
覚
、
味
覚
が
含
ま
れ
て
い
な

い
点
で
、
機
能
を
数
え
る
と
い
う
点
で
は
不
備
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、

ζ

の
よ
う
に
自
然
界
の
要
素
た
る
神
格
が
人
の
機
能
と
さ
れ
、
人
の
器
官
を
司
り
作

用
さ
せ
る
も
の
が
神
格
で
あ
る
と
と
が
示
さ
れ
る
。
ま
た
飢
と
渇
も
神
格
の
仲
間

古
代
イ
ン
ド
の
身
心
観
と
仏
教
(
村
上
〉

ア
パ

I
ナ

叫
な
る
と
い
い
、
ま
た
食
物
を
捕
え
る
の
は
下
気
で
あ
り
、
風
で
あ
る
と
い
う
。

食
物
を
消
化
す
る
の
も
神
格
の
力
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
。
最
後

K
造
物
主
た

(

民

)

る
ア

i
ト
マ
ン
は
被
造
物
た
る
人
体

K
入
る
と
い
う
。

人
が
生
き
て
い
る
の
は
何
故
か
、
と
い
う
間
い
は
、
と
こ
に
は
な
い
が
、
造
物

主
た
る
ア

l
ト
マ
ン
が
生
命
ま
た
は
魂
と
し
て
、
人
体
に
宿
っ
て
い
る
、
と
い
う

答
え
が
示
さ
れ
て
い
る
。
後
の
『
マ
イ
ト
リ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ド
(
ミ
ミ
ミ
去
、
・
)
』

(
二
・
三
|
六
)
に
は
、
そ
の
聞
い
と
答
え
(
造
物
主
プ
ラ
ジ
ャ

l
パ
テ
ィ
が
人
体
に

円
山
崎
)

宿
っ
て
い
る
)
と
が
示
さ
れ
る
。

ま

た

『
チ
ハ

i
ガ

レ

l
ャ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ド

(門リ』

whza旬、hH・
誌
、
・
)
』
に
は
、

同
様
の
間
い
に
対
し
て
、

車
馬
の
比
喰
を
も
っ

て
、
人
体
の
機
能
を
説
明
し
、
ア
ー
ト
マ
ン
を
、
車
を
支
配
す
る
御
者
(
ま
た
は
車

、ne
J

匠
)
に
鳴
え
て
い
旬
尤
も
そ
と
に
は
ア

l
ト
マ
ン
と
造
物
主
と
の
同
置
は
な
い
。

ウ
ッ
ダ

l
ラ
ヵ
・
ア
ー
ル

(巴円

EMF-mw釦
〉
E
H
U
)
は
、
普
遍
的
な
原
理
の

探
究
を
自
己
の
学
の
課
題
と
自
覚
し
て
い
た
、
と
考
え
ら
れ
る
点
で
、

イ
ン
ド
で

最
初
の
哲
学
者
に
挙
げ
う
る
人
物
で
あ
る
。

『
そ
れ
に
よ
っ
て
未
だ
聞
か
ざ
る
と

と
が
聞
い
た
乙
と
に
な
り
、
未
だ
考
え
ざ
る
こ
と
が
考
え
た
と
と
に
な
り
、
未
だ

認
識
せ
ざ
る
乙
と
が
認
識
し
た
と
と
に
な
る
と
ζ

ろ
の
、

円
一

u
v

公
式
ど
を
、
彼
は
息
子
に
教
え
る
。
す
な
わ
ち

根

本

原

理

(

包

ap

『
愛
児
よ
。
た
と
え
ば
、

個

一
切
の
粘
土
製
の
も
の
が
認
識
さ
れ
る
と
と
に
な
る
で
あ

〔
粘
土
製
の
も
の
な
ど
〕
変
容
物

(
i
E
2・
変
異
)
は
、

の
粘
土
塊
に
よ
っ
て
、

ろ切っ。

語
に
よ
る
把

握
で
あ
り
、
名
称
で
あ
る
。
粘
土
で
あ
る
と
い
う
と
と
だ
け
が
真
実
で
あ
る
。
』
同



古
代
イ
ン
ド
の
身
心
観
と
仏
教
ハ
村
上
)

じ
文
が
、

一
つ
の
銅
玉
と
一
切
の
銅
製
の
も
の
、

一
つ
の
爪
切
鋲
と
一
切
の
鉄
製

の
も
の
を
例
と
し
て
、
繰
返
さ
れ
る
。
乙
と
で
は
、
名
称
が
示
す
雑
多
な
事
物
に

つ
い
て
原
料
、
質
料
因
の
同
一
性
に
着
目
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
は
さ
ら
に
万

物
の
質
料
因
す
な
わ
ち
根
本
原
因
を
考
え
る
。
そ
の
根
本
原
因
を
有

(gp存
在
)

と
い
う
。
と
の
限
り
で
は
、
普
遍
的
抽
象
的
原
理
を
見
出
し
た
、
と
考
え
ら
れ
よ

う
が
、
そ
う
で
も
な
い
。
と
と
に
も
従
来
見
て
き
た
神
観
念
が
は
っ
き
り
示
さ
れ

て
い
る
。

ま
ず
最
高
の
原
理
で
あ
る
有
は
最
高
の
神
格

Q
R同
含
〈
旦
帥
)
で
あ
り
、
太

初
に
唯
一
無
二
の
有
が
、
「
多
と
な
ろ
う
、
繁
殖
し
よ
う
」
と
思
っ
て
、
熱
公
立

g-

火
)
を
創
造
(
流
出
)
し
、

〈

初

)

し
た
と
。
有
も
熱
も
水
も
「
思
っ
た

(m-W2Zど
と
い
う
よ
う
に
、
擬
人
化
さ

れ
て
お
り
、
神
格
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

同
様
に
し
て
、
熱
は
水
を
、
水
は
食
物
を
創
造
(
流
出
)

『
そ
の
神
格
(
有
)
は
思
っ
た
。

「
さ
あ
、
私
は
と
れ
ら
三
神
格
に
こ
の
生
命

と
し
て
の
ア
l
ト
マ
ン

(
]
同
司
白
骨
君
"
口
、
命
我
)
に
よ
っ
て
入
っ
て
、
名
称

「
そ
れ
ら
〔
神
格
〕

-
形
態
(
ロ
似
EmWEB-xr
名
色
)
を
展
開
し
よ
う
」
と
。

の
一
々
を
三
重
に
し
よ
う
」
点
。
』

ζ

の
三
神
格
は
熱
・
水
・
食
物
の
三
。

名
称
・
形
態
(
名
色
)
と
は
個
物
、

個
体
。

こ
の
よ
う
に
し
て
現
実
の
個
物
は
と
れ
ら
の
三
よ
り
成
る
ζ

と
を
示
し
て
い
る
が
、

自
に
見
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
赤
は
熱
の
色
、
白
は
水
の
色
、
黒
は
食
物
の
色

で
あ
る
と
し
て
、
具
体
的
な
火
、
太
陽
、
月
、
稲
妻
も
と
れ
ら
三
種
の
色
を
含
み
、

円

nv

従
っ
て
三
神
格
H

三
要
素
か
ら
成
る
、
と
い
う
。
さ
ら
に
人
体
の
機
能
、
生
命
に

つ
い
て
も
説
明
す
る
。
と
の
場
合
に
は
、
三
つ
の
要
素
は
そ
れ
ぞ
れ
粗
大
、
中
位
、

微
小
の
三
種
の
成
分
に
分
か
れ
て
、
食
物
は
糞
・
肉
・
意
(
思
考
力
)
、
水
は
尿
・

血
・
息
、
熱
は
骨
・
髄
・
語
に
な
る
と
い
一
後
意
が
食
物
よ
り
成
り
、
息
(
呼
吸
)

が
水
か
ら
成
る
ζ

と
を
、
十
五
日
間
の
断
食
を
も
っ
て
息
子
に
納
得
さ
せ
る
。
断

食
し
て
も
水
を
飲
む
か
ぎ
り
息
は
絶
え
な
い
ζ

と
、
十
五
日
の
断
食
に
よ
っ
て
ヴ

ェ
l
ダ
を
読
諦
で
き
な
い
、
意
が
は
た
ら
か
な
い
と
と
を
も
っ
て
、
息
は
水
よ
り

(

包

〉

成
り
、
意
は
食
物
よ
り
成
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
語
が
熱
よ
り
成
る
ζ

と
の
証

明
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
身
心
と
そ
の
機
能
が
三
種
の
神
格
に
よ
っ
て
い
る
と
と

を
種
々
に
説
い
て
い
る
。
乙
と
で
も
人
体
に
神
格
が
機
能
と
し
て
宿
っ
て
い
る
、

と
い
う
古
来
の
観
念
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、

と
れ
を
具
体
的
な
経
験
か
ら

帰
納
的
に
示
そ
う
と
い
う
姿
勢
か
ら
考
え
る
と
、
熱
・
水
・
食
物
の
三
は
身
心
の

構
成
要
素
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
だ
が
、
神
格
と
い
う
語
(
観
念
)
を
排
除

で
き
な
い
の
で
あ
る
。

人
の
死
ぬ
と
き
に
つ
い
て
は
『
語
は
意
に
合
一
し
、
意
は
息
に
、
息
は
熱
に
、

熱
は
最
高
の
神
格
に
〔
合
一
す
る
〕
4
〉
と
い
う
。
と
れ
は
、
人
が
死
ぬ
と
き
、
ま

ず
言
葉
を
い
わ
な
く
な
り
、
意
識
が
な
く
な
り
、
息
断
絶
え
、
体
温
が
な
く
な
る
、

と
い
う
事
実
か
ら
考
え
つ
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
人
の
身
心
の
機
能
が
神
格
に

合
一
す
る
、
帰
る
、
と
い
う
従
来
の
観
念
を
継
承
す
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
最
高

の
神
格
と
い
い
、
他
の
三
神
格
と
の
聞
に
序
列
を
設
け
、
こ
れ
ら
を
統
一
す
る
最

高
の
神
格
、
最
高
の
原
理
(
有
)
を
考
え
る
と
乙
ろ
に
、

彼
の
思
想
の
特
色
が
あ

る

一さ

JT?ζ
の
あ
と
は

『
お
よ
そ
と
の
微
小
な
も
の

(SEMg)、
と
の
一
切
万
物
が
乙
れ
を
本
性
と

し
て
い
る
も
の
、
そ
れ
は
真
実
で
あ
り
、
そ
れ
は
ア

l
ト
マ
ン
で
あ
り
、
汝

は
そ
れ
で
あ
る

(
g
z
m
B
S目白

と
い
う
文
で
結
ぼ
れ
る
。
右
の
微
小
な
も
の
と
は
有
、
最
高
の
神
格
で
あ
ろ
う
。

乙
の
文
は
と
の
あ
と
に
八
回
繰
返
さ
れ
、
万
物
も
身
心
も
有
か
ら
成
り
、
最
後
に

と
の
有
に
合
一
す
る
と
と
ぞ
説
い
て
い
る
。
最
高
の
神
格
で
あ
る
有
は
各
人
の
ア

ー
ト
マ
ン
(
我
)
で
あ
る
と
い
う
が
、
造
物
主
で
あ
っ
た
有
が
、

生
命
と
し
て
の

ア
ー
ト
マ
ン
に
よ
っ
て
、

被
造
物
(
万
物
を
構
成
す
る
三
神
格
)
に
入
っ
て
い
る
、

と
い
う
観
念
に
対
応
す
る
。

次
の
ヤ
l
ジ
ュ
-
一
ヤ
ヴ
ァ
ル
ク
ヤ
(

J

へ旦
m
m
4釦

-W3巴
)
は
、
人
の
身
心
の
構
造

や
機
能
に
つ
い
て
論
じ
、

乙
れ
を
自
然
界
(
字
宙
〉
と
の
相
即
関
係
に
お
い
て
考

と
の
同
一
性
を
説
く
。

察
し
、

ア
ー
ト
マ
ン
(
我
)
と
プ
ラ
フ
マ
ン
(
党
)

彼
は

最
高
原
理
か
ら
個
物
が
生
ず
る
過
程
に
つ
い
て
は
触
れ
な
い
。
彼
は
最
高
原
理
を

内
制
者

(
S
5
3
E旬
、

(

島

富

民

)

あ
る
い
は
不
壊
な
る
も
の

と
も
呼
ん

で
い
る
が
、

そ
れ
は

「
見
ら
れ
な
い
見
る
主
体
」
な
い
し

「
認
識
さ
れ
な
い
認
識

す
る
主
体
」
、

つ
ま
り
、

客
体
化
で
き
な
い
主
体
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
、

同
時
に

各
自
の
ア

i
ト
マ
ン
に
他
な
ら
な
い
。
ア
ー
ト
マ
ン
は

『
諸
生
気
(
機
能
)
の
中
で
、
認
識
よ
り
成
り
、
心
臓
内
の
光
で
あ
る
と
と
ろ

の
、
プ
ル
シ
ヤ
(
霊
魂
)
で
あ
的
』

古
代
イ
ン
ド
の
身
心
観
と
仏
教
(
村
上
〉

と
い
う
よ
う
に
ー
さ
値
体
砂
市
心
を
な
す
も
の
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
宇

宙
、
自
然
界
の
要
素
た
る
諸
神
格
(
水
や
火
等
)
や
、
個
体
の
器
官
や
機
能
を
制
御

す
る
「
内
制
者
」
で
あ
り
、
そ
の
指
示
の
も
と
に
天
地
万
物
が
そ
の
所
を
得
る

「
不
壊
な
る
も
の
」
と
も
同
一
で
あ
る
。
彼
も
諸
神
格
と
身
心
の
要
素
と
の
対
応

相
即
関
係
を
前
提
に
論
り
て
い
る
が
、

最
高
原
理
を
神
格
と
は
呼
ん
で
い
な
い
。

宇
宙
万
物
の
根
本
原
理
と
個
体
の
最
高
原
理
(
我
)
と
の
同
一
を
説

く
と
乙
ろ
は
、
古
来
の
身
心
と
宇
宙
自
然
と
の
相
即
関
係
の
観
念
を
統
一
的
に
示

し
か
し
、

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

以
上
の
よ
う
な
、
宇
宙
観
と
相
即
す
る
身
心
観
は
、

お
そ
ら
く
は
、
今
日
に
い

た
る
ま
で
、

イ
ン
ド
(
ヒ
ン
ド
ゥ
文
化
)
に
特
徴
的
な
観
念
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

冒
頭
に
ふ
れ
た
よ
う
な
疑
問
(
墓
標
の
否
定
、

聖
域
に
お
け
る
ミ
ト
ブ
ナ
像
の
存
在
)
に

関
す
る
答
え
へ
の
手
掛
り
も
、

こ
の
よ
う
な
観
念
か
ら
導
く
乙
と
が
で
き
る
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。
す
な
わ
ち
、
人
の
身
心
の
要
素
が
自
然
界
の
要
素
に
対
応
し
、

人
が
死
ぬ
と
そ
の
要
素
は
自
然
界
の
要
素

(
H神
格
)
に
帰
る
、
と
い
う
考
え
方
、

感
じ
方
は
、
死
者
の
た
め
の
墓
標
を
作
ら
な
い
原
因
の
一
つ
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
人
の
身
心
の
要
素
や
そ
の
機
能
が
神
格
と
さ
れ
、
欲
望
も
神
格
と
見
る
と
こ

ろ
に
も
、
ミ
ト
プ
ナ
像
を
も
っ
て
神
殿
を
飾
る
な
ど
、

性
と
宗
教
と
の
共
存
を
可

能
に
す
る
原
因
の
一
つ
が
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

も
と
よ
り
、
宇
宙
論
や
神
観
念
に
も
変
選
が
あ
り
、
異
説
も
多
く
、
単
純
で
は

な
い
。
墓
制
に
つ
い
て
も
歴
史
的
な
変
化
や
、
地
理
的
な
相
違
を
も
考
え
る
べ
き

〈
幻
)

で
あ
る
し
、
ミ
ト
ブ
ナ
像
の
意
味
も
単
純
で
な
い
で
あ
ん
九

γ
右
の
よ
う
な
想
定



古
代
イ
ン
ド
の
身
心
観
と
仏
教
(
村
上
)

を
裏
付
け
る
作
業
は
、
な
お
残
さ
れ
て
い
る
。

四

原
始
仏
教
経
典
に
お
け
る
身
心
観

初
期
の
古
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ド
が
、
人
の
身
心
や
霊
魂
を
字
宙
の
本
源
や
宇
宙
の
要

素
で
あ
る
神
格
と
の
相
即
関
係
に
お
い
て
、
と
ら
え
よ
う
と
す
る
。

ζ

れ
に
対
し

て
、
原
始
仏
教
経
典
が
繰
返
し
問
題
と
し
て
と
り
あ
げ
た
主
題
は
、
宇
宙
観
で
も

神
観
念
で
も
な
い
。

当
時
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
世
界
や
霊
魂
ハ
我
)
に
関
す
る

異
説
(
た
と
え
ば
六
十
二
見
な
ど
)

は
仏
教
に
も
知
ら
れ
て
い
る
が
、
自
ら
は
そ
の

(

悦

)

よ
う
な
問
題
に
関
与
し
な
い
立
場
を
示
し
て
い
る
(
い
わ
ゆ
る
無
記
)
。

原
始
仏
教
が
問
題
と
し
た
の
は
、

現
実
の
自
己
で
あ
り
、
行
為
、
実
践
で
あ
り
、

現
実
の
自
己
の
身
心
、
と
り
わ
け
心
の
観
察
で
あ
り
、
真
の
智
慧
と
身
心
の
操
作

を
通
し
て
解
脱
を
求
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
、

に
初
期
の
古
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ド
と
の
大
き
な
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。

と
と

現
実
の
自
己
の
心
を
問
題
と
し
、

そ
の
心
の
あ
り
方
を
た
ず
ね
、
心
の
修
養
、

浄
化
を
め
ざ
し
、
そ
の
修
行
法
を
も
考
え
る
の
は
、
恐
ら
く
は
仏
教
が
最
初
で
あ

(
お
)

ろ
う
。
こ
の
と
と
は
別
に
指
摘
し
た
。

そ
の
際
に
心
と
宇
宙
の
要
素
(
た
と
え
ば
月
)
や
神
格
と
の
対
応
関
係
な
ど
は
、

会
く
問
題
と
な
っ
て
い
な
い
。
身
体
の
他
の
要
素
に
し
て
も
同
様
に
、
宇
宙
の
要

素
や
神
格
と
は
無
関
係
で
あ
る
。

原
始
仏
教
経
典
も
、
人
(
身
体
)
が
地
・
水
・
火
・
風
の
四
要
素
(
四
大
)
か
ら

四

成
る
、

ま
た
は
と
れ
に
空
と
識
と
を
加
え
た
六
要
素
(
六
界
)
か
ら
此
日
、

ム
」
斗

hu

い
う
説
を
知
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、

そ
の
地
等
は
神
格
で
は
な
い
。

古
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ド
に
お
い
て
も
、
人
の
身
心
の
要
素
を
数
え
あ
げ
分
類
す
る
例

が
あ
る
が
、
仏
教
は
さ
ら
に
新
し
い
要
素
を
数
え
、
新
し
い
分
類
を
考
え
て
い
る
。

そ
の
一
は
感
覚
や
認
識
の
器
官
と
機
能
と
そ
の
対
象
と
を
一
つ
に
ま
と
め
る
分

類
で
あ
る
。

『
相
応
部
』
に
は
「
六
処
相
応
」
が
あ
り
、
十
二
縁
起
の
中
に
も
六

処
を
挙
げ
る
。

処
(
印
可

m
gロ
mr
入
、
入
処
)

と
は
領
域
の
意
味
で
、

感
覚
や
認

識
の
行
わ
れ
る
領
域
、

眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
(
触
覚
・
触
覚
器
官
)

-
の
五
感
官

(
五
根
)
と
意
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
器
官
の
名
称
で
あ
る
が
機
能
を
も
合
意
し
て
い

d
r
j
べ
あ
ろ
う
。

ζ

の
六
を
も
っ
て
、
認
識
界
の
す
べ
て
を
摂
す
る
と
い
う
説
も
あ

り
、
感
覚
や
認
識
の
対
象
を
も
含
む
と
解
さ
れ
る
と
と
も
あ
る
。
が
原
始
経
典
の

上
か
ら
は
確
か
め
難
い
よ
う
だ
。
む
し
ろ
原
始
経
典
は
右
の
六
処
を
六
内
処
と
い

し、

そ
の
対
象
と
な
る
六
外
処
(
色
・
芦
・
呑
・
味
・
触
・
法
)
と
の
十
二
を
一
ま

と
め
に
す
る
。
こ
れ
が
十
二
処
で
あ
る
。
と
の
十
二
が
一
切
で
あ
る
と
い
わ
か
日
。

感
覚
と
認
識
の
領
域
を
も
っ
て
内
外
の
一
切
世
界
を
摂
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

眼
等
に
よ
る
認
識
作
用
(
眼
識
な
い
し
意
識
)
を
別
に
立
て
る
乙
と
も
あ
る
。
す
る

と
認
識
の
要
素
は
十
八
穫
と
な
る
。

こ
れ
を
後
に
は
十
八
界
(
仏
冨
巴

Z
)
と
称
す

る
(
限
界
:
・
、
色
界
・
:
、
眼
識
界
・
:
意
識
界
)
。
こ
れ
は
感
官
を
中
心
に
し
て
全
存
在

を
分
類
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
全
存
在
と
い
っ
て
も
、
ま
さ
に
各
人
の
自
己

の
存
在
を
分
析
し
分
類
し
て
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

六
処
(
六
内
外
処
)
説
に
お
い
て
は
、

認
識
が
六
つ
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ら
を
統

二
3
る
原
理
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
意
を
五
感
官
の
共
通
の
依
所
と

す
る
説
は
、

『
中
部
』
第
四
三
経
(
冨
釦

E
・45
0門

E-z'EHE)
に
見
え
て
お
り
、

、ハU
J

後
世
に
は
意
の
中
に
全
認
識
作
用
を
含
め
る
説
も
行
わ
れ
る
仏
、
と
も
か
く
、
原
始

経
典
K
は
、
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
の
六
の
各
々
に
つ
い
て
、

『
こ
れ
は
わ
が
も
の
で
は
な
い
。
我
れ
は
ζ

れ
で
は
な
い
。
ζ

れ
は
わ
が
ア

l

(
H
U
)
 

ト
マ
ン
(
我
、
自
我
)
で
は
な
い
』

と
繰
返
さ
れ
る
。
色
・
声
・
香
・
味
・
触
・
法
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
い
叩
v

五
感

官
と
意
を
一
ま
と
め
に
し
て
い
る
が
、
そ
の
各
々
が
、
我
、
自
我
で
な
い
こ
と

(
非
我
、
無
我
)

を
説
く
と
こ
ろ
に
、

主
眼
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
能
統
一

者
を
説
く
の
で
は
な
い
。

五
感
官
(
五
根
)
は
後
に
は
ほ
と
ん
ど
全
て
の
学
派
で
認
め
る
も
の
で
あ
り
、

古
く

「
ア
タ
ハ
ル
ヴ
ァ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
』

一
九
・
九
・
五
に
も
「
意
を
第
六
と
す
る

五
感
官
」
(
℃
何
回

2
ロ円四三日『
M
W
H
V

山
富
釦
ロ
釦
]v
・2
叩
寄
山
口
一
)

と
い
わ
れ
て
い
る
。

し
か

し
仏
教
以
前
の
古
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ド
に
も
そ
の
六
つ
が
ま
と
め
て
論
ぜ
ら
れ
る
こ
と

は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、

こ
の
六
を
も
っ
て
全
て
の
認
識
さ
れ
る
も
の

を
示
す
と
い
う
考
え
方
は
な
い
。

先
に
見
た
『
ア
ィ
タ
レ

l
ヤ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ド
』

一
・
一
・
四
以
下
は
器
官
と

機
能
と
そ
れ
を
司
る
神
格
と
を
列
挙
し
て
い
る
が
、
器
官
は
口
・
鼻
・
限
・
耳
・

皮
膚
・
心
臓
・
瞬
・
陽
根
の
八
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
器
官
に
神
格
が
機
能
と
な
っ

て
入
る
の
で
あ
り
、

乙
れ
ら
を
統
一
す
る
も
の
と
し
て
、
造
物
主
た
る
ア

l
ト
マ

ン
(
我
)
が
身
体
に
入
っ
て
い
る
と
い
う
。

古
代
イ
ン
ド
の
身
心
観
と
仏
教
(
村
上
)

そ
の
よ
う
な
観
念
は
仏
教
に
は
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
先
に
見
た
機
能
の
優
劣
争
い
の
物
語
も
、

機
能
の
中
心
を
求
め
る
思
弁
の

あ
と
を
一
不
す
の
で
あ
っ
て
、

機
能
の
中
心
は
、
プ
ラ

l
ナ

(
息
、
生
気
)
、

7

ナ
ス

(
意
)
、

さ
ら
に
は
ア

l
ト
マ
ン

(
我
〉
に
求
め
ら
れ
た
。

し
か
し
仏
教
の
六
処
に
は
、

そ
の
よ
う
な
統
一
の
原
理
は
考
え
ら
れ
な
い
。

『
カ
ウ
シ

l
タ
キ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ド

(同

S
吻
判
官
役
会
、
・
)
』

一
・
五
以
下
に

は
、
語
(
言
語
器
官
)
・
息
・
限
・
耳
・
舌
・
手
・
身
・
性
器
・
足
・
意
の
十
の
器

官
が
そ
の
対
象
と
と
も
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
、

そ
れ
ら
を
統
一
す

る
も
の
と
し
て
智
慧
(
宮
旦
日
)
が
あ
る
。

即
ち
語
等
の
十
は
そ
の
智
慧
よ
り
出
、

智
慧
に
よ
っ
て
機
能
す
る
。
語
等
の
十
は
智
慧
の
要
素

(
買
旦
B
E
E忠
品
)
、
そ

の
対
象
た
る
名
等
は
存
在
の
要
素

(σ
げ
ロ

Z
'自
白
門
間
)
と
い
い
、
両
者
は
互
い
に
関

連
し
あ
っ
て
い
る
。
乙
の
智
慧
は
智
慧
と
し
て
の
ア

i
ト
マ
ン

プ
ラ

1
ナ

の
略
で
あ
ろ
う
が
、
後
者
は
息
と
等
置
さ
れ
る
。

(
官
白
石
伊
丹

5
8〉

そ
し
て
最
後
に
は
、

そ
の
智
慧

と
し
て
の
ア

l
ト
マ
ン
は
、
世
界
の
守
護
者
。
o
w
m，H
る
-E)
、

世
界
の
主
宰
者

(-owh町
内
凶
町
一
切
丘
一
日
)
、

一
切
の
主
(
白
R
4
0
b山
)

で
あ
る
と
さ
れ
る
。

つ
ま
り
神
で

あ
る
。
そ
し
て
『
「
そ
れ
が
わ
が
ア

l
ト
マ
ン
(
我
、
霊
我
)
で
あ
る
」

と
知
る
べ

し
』
と
結
ぼ
れ
る
の
で
あ
る
合
了
八
〉
。

こ
の
よ
う
な
身
心
の
機
能
の
中
心
と
か
、

そ
れ
と
同
置
さ
れ
る
主
宰
神
の
観
念

は
仏
教
の
六
処
説
に
は
な
い
の
で
あ
る
。

仏
教
特
有
の
分
類
に
五
趨
説
が
あ
る
。

色
・
受
・
想
・
行
・
識
の
五
を
も
っ
て

五



古
代
イ
ン
ド
の
身
心
観
と
仏
教
(
村
上
)

会
存
在
を
と
ら
え
る
の
で
あ
ろ
う
。
色
は
外
界
を
含
む
こ
と
を
排
除
し
な
い
で
あ

ろ
う
が
、
多
く
の
場
合
、

乙
の
五
が
身
心
の
要
素
で
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
、，d
d

ろ
う
。
こ
の
五
の
一
々
に
つ
い
て
も
、
無
常
、
苦
、
非
我
を
説
く
こ
と
が
多
勺
、

そ
れ
ら
の
統
一
原
理
を
探
究
す
る
視
座
は
見
ら
れ
な
い
。

も
っ
と
も
、
行

2
E
r
g
s
-
g召
曲
目
門
町
山
)
に
つ
い
て
は
、
「
有
為

(gpwv中

zw
作
ら
れ
た
も
の
)
を
作
る

ZVEZHHHWHMMRO片
山
)
と
い
う
の
で
、

諸
の
行
と

い
わ
れ
る
。
色
を
色
で
あ
る
も
の
と
し
て
守
口
匂

S
S
ヨU
有
為
を
作
る
。
受
を

(

叫

)

受
で
あ
る
も
の
と
し
て
有
為
を
作
る
。
・
:
」
と
い
う
よ
う
に
、
五
趨
の
↓
々
を
作

サ
ン
ヵ

l
-
7

る
力
と
し
て
行
を
予
想
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
行
は
意
志

(
B
Zロ
印
、
思
)

(
岨
)

と
も
い
わ
れ
る
。
つ
ま
り
身
心
の
要
素
を
成
り
立
た
せ
る
力
を
予
想
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
力
は
複
数
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

プ
ラ

l
フ
マ
ナ
や
古
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ド
で
は
、
身
心
の
諸
機
能
は
そ
れ
ぞ
れ
神
格

が
人
体
に
入
っ
て
作
用
す
る
ζ

と
に
よ
っ
て
機
能
す
る
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
諸
機

プ
ラ

i
ナ

プ

ラ

i
ナ

能
の
中
で
息
が
統
一
原
理
と
考
え
ら
れ
た
し
、
そ
の
息
は
ア

l
ト
マ
ン
と
も
同
置

さ
れ
た
。
し
か
る
に
原
始
仏
教
で
は
、
そ
の
よ
う
な
統
一
原
理
を
む
し
ろ
排
除
す

サ
ン
A
N
I
-
7

る
。
仏
教
の
行
は
身
心
を
存
続
さ
せ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
は
次
の

生
存
(
輪
廻
)
を
も
規
定
す
る
力
と
も
な
る
。

そ
の
よ
う
な
力
を
単
一
と
せ
ず
に

複
数
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
仏
教
の
特
徴
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

神
々
が
人
体
に
宿
っ
て
い
る
、
と
い
う
前
提
か
3

り
す
れ
ば
、
人
体
は
善
美
な
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
仏
教
で
は
、
身
体
は
汚
い
不
浄
な
も
の
で
あ
る
と

能
と
し
て
の
神
格
は
、

ζ

れ
ま
で
の
よ
う
に
は
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
身

心
の
機
能
の
中
心
と
な
る
べ
き
ア
!
ト
マ
ン
(
我
、
霊
魂
)
も
認
め
ら
れ
な
い
し
、

そ
の
ア

l
ト
マ
ン
と
同
一
視
さ
れ
る
最
高
の
神
格
も
な
い
。

し
か
し
、
身
心
に
あ
る
神
、
あ
る
い
は
身
心
に
対
応
す
る
神
の
観
念
を
暗
示
す

る
例
が
、
原
始
仏
教
に
お
い
て
も
、
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
な
お
考
え
て
み
る
必

要
が
あ
ろ
う
。
何
と
な
れ
ば
、
神
(
天
仏

2
P
門
目
。
〈
釦
匹
、
天
子
仏

04釦
-
U
E
E〉

と
い
う
語
で
呼
ば
れ
な
く
と
も
、
神
的
存
在
、
超
人
間
的
存
在
は
、
原
始
仏
教
に

も
多
く
知
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
中
で
、
魔
(
富
山
間
同
P
悪
魔
)
と
ガ
ン
ダ
ハ
ル
ヴ
ァ
(
の
自
仏
}
高
円
〈
P
の

g-

円回目

g-uσmw
乾
閥
婆
)
に
つ
い
て
は
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

魔
は
悪
し
き
者
(
匂
印
刷
ユ
自
己
)
と
形
容
さ
れ
、

漢
訳
ハ
音
訳
)
で
は
、

魔
波
旬

と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
魔
は
仏
を
誘
惑
す
る
存
在
と
し
て
、
原
始
経
典
に
登
場
す
る
。

仏
は
魔
を
降
し
て
仏
と
な
ら
れ
た
、
と
伝
え
ら
れ
、
降
魔
成
道
は
、
仏
伝
の
最
重

〔
品
開
)

要
な
一
乙
ま
で
あ
る
。

『
ス
ッ
タ
・
ニ
パ

l
タ
』
(
的
誌
な
お
・
ミ
』
高
宮
、
加
3
.
、
経
集
)

了
二
「
パ
ダ
ハ

ー
ナ
・
ス
ッ
タ
」

(HMm内
出
岡
山
口
回
目
田
三
宮
、
精
勤
経
)

は

仏
(
日
成
道
以
前
の
菩
陵
、

一
人
称
で
語
ら
れ
る
〉
と
魔
と
の
対
話
の
形
を
な
す
詩
篇
で
あ
る
。
乙
の
部
分
は

(

錦

)

(

印

〉

『
マ
ハ

l
・
ヴ
ァ
ス
ト
ウ
』

(
R
g
h
M
e
g
H
S、
『
仏
本
行
集
経
』
巻
二
五
、
『
ラ

門

別

)

リ
タ
ヴ
ィ
ス
タ
ラ
』

(
h
a
N
E
S
E
S、
『
方
広
大
荘
厳
経
』
巻
ー
百
年
に
も
相

当
個
所
が
あ
り
、
仏
伝
の
一
節
を
な
し
て
い
る
。

ネ
l
ラ
ン
ジ
ャ
ラ

I
河
の
ほ
と
り
で
、
努
力
し
て
膜
想
し
て
い
る
私

(
H仏
)

古
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イ
ン
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...L-

/" 

考
え
る
。
し
か
も
単
に
そ
う
考
え
る
の
み
で
は
な
く
、
身
の
不
浄
を
対
象
と
し
て

即
ち
膜
想
法
(
不
浄
想

gロH
V
V
釦
ag四
回
問
、
不
浄
の
修
習

思
い
を
と
ら
す
修
行
法
、

問的ロ

HM}岡山
a

げ
何
回
帥
〈
回
口
問
・
不
浄
鋭
〉

が
説
か
れ
る
。
こ
れ
は
食
欲
(
欲
情
)
を
離
れ
る

た
め
の
修
行
法
と
さ
れ
る
。

四
念
処

(白州三一一
-
U
釦件付}戸山口問)

は
原
始
経
典
で
甚
だ
重
視
さ
れ
た
修
行
法
で
あ

る
。
乙
れ
は
身
、
受
(
感
受
〉
、
心
、
法
(
諸
の
法
)
の
四
を
観
察
す
る
ζ

と
で
あ

る。

ζ

の
中
、
身
の
観
察
の
中
に
は
、
呼
吸
、
行
住
坐
臥
の
観
察
の
ほ
か
に
、
身

の
不
浄
と
、
三
十
二
身
分
の
観
察
、
身
体
の
要
素
(
地
・
水
・
火
・
風
)
の
観
察
、

さ
ら
に
死
体
が
腐
嫡
し
て
白
骨
、
砕
末
と
な
る
の
を
見
る
よ
う
に
、

い
を
い
た
す
と
と
を
含
ん
で
い
る
。

こ
の
身
に
思

身
体
を
不
浄
と
す
る
見
方
は
、
仏
教
以
前
の
初
期
の
古
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ド
に
は
認

(
h
h
h
N
R
H

ミ
・
句
、
.

め
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
後
期
の
古
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ド

H
-
ω
)

に
は
、

種
々
の
不
浄
物
の
集
合
で
あ
り
、

望
享
受
の
用
は
な
い
、
と
い
う
趣
旨
の
文
が
あ
り
、
自
分
の
身
に
対
す
る
厭
離
の

情
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ζ

れ
は
仏
教
の
影
響
か
と
も
思
わ
れ
匂

悪
臭
あ
る
こ
の
身
に
お
い
て
欲

以
上
、
原
始
仏
教
経
典
に
み
ら
れ
る
身
心
観
が
、

と
れ
ま
で
の
身
心
観
と
全
く

異
な
る
と
い
う
と
と
を
み
た
。

原
始
仏
教
に
お
い
て
も
神
々
(
天
部
)
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
る
し
、
原
始
経
血
(

に
は
超
人
間
的
な
存
在
も
、
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
し
か
し
、
身
体
の
要
素
や
機

に
、
魔
ナ
ム
チ
(
冨
帥

E
Z
m
E
E
a
)
が
こ
と
ば
を
か
け
る
。

そ
の
魔
が
い
う
趣

旨
は
二
点
か
ら
成
る
。

と
、
こ
に
は
聖
火
に
供
物
を
捧
げ
て
福
徳
守
口
間
宮
、
宮
昌
吉
)
を
積
む
乙
と
、

一
に
は
死
ぬ
よ
う
な
は
げ
し
い
修
行
を
や
め
て
生
き
る
乙

を
勧
め
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
仏
は
、

ζ

れ
を
か
え
り
み
ず
、
自
ら
の
修
行
の
覚
悟
と
そ
の
境

「
怠
け
者
の
親
族
」

地
を
述
べ
つ
つ
、
魔
に
語
る
。
ま
ず
、
魔
に
対
し
て
、

し
き
者
」
と
呼
び
か
け
る
。
自
ら
の
覚
悟
と
心
境
を
語
っ
た
あ
と
に
、
汝
の
軍
勢

(
印

2
3
と
い
っ
て
挙
げ
る
の
は
、
次
の
よ
う
な
修
行
の
妨
げ
と
な
る
身
心
の
状 「悪

態
で
あ
る
。
即
ち
欲
望

(W帥
自
白
)
、
憂
愁

(
m
E
F
不
楽
)
、
飢
・
渇

(WHHロ
宮
》
ナ

志
白
山

w
g
E
E
U
S山
田
山
)
、
渇
愛
(
同

S
E
L
2
0
3、
欝
状

(
F
E
P
2
H
M
M可削
E-

倦
訪
)
、
眠
気

(
B
E門同日
g)、
恐
怖
(
同

σ
z
z
w
げ
v
a白
ー
)
、
疑
惑

(
4
E
E
R
E
-

-n日E
Z同
)
、
覆
蔵

(
B
m
w
E
F
E
E
S
ω
)、
頑
固
(
岳
山

E
Z己、

『
誤
っ
て

得
ら
れ
た
利
得

(-utVHMMW) 
と
名
声

(回口

owmrm山
-owmw)
と
尊
敬

(gwwmFE-

回
同
停
凶
『
釦
)
と
名
誉
(
可

mwgwM可白
'bm回
)
と
、
ま
た
自
分
を
ほ
め
て
他
人
を
軽
ん
ず

(

関

)

る
と
と
。
』
(
旬
3
・
A
5
0
1
お
∞
)

ζ

れ
ら
を
汝

(
H魔
)
の
軍
勢
、
カ
ン
ハ
(
同

S
H
H
P
同
2HVP
黒
き
者
H
魔
)
の

攻
撃
軍
と
呼
び
、
自
ら
は
、
と
れ
ら
の
軍
勢
に
対
し
て
、
敗
れ
て
生
き
る
よ
り
は

戦
っ
て
死
ぬ
方
が
ま
し
だ
、
と
い
い
、
神
々
も
人
間
も
破
り
得
な
い
そ
の
軍
勢
を

自
ら
は
智
慧
を
も
っ
て
破
る
、
と
い
う
。
最
後
に
魔
は
意
気
錨
枕
し
て
消
え
失
せ

た
、
と
い
う
。

と
こ
に
擬
人
的
に
軍
勢
と
呼
ば
れ
る
の
は
、

主
に
心
的
状
態
で
あ
り
、

い
わ
ば

七
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心
中
の
賊
、
魔
で
あ
る
。

ζ

の
軍
勢
と
し
て
列
挙
さ
れ
る
も
の
は
、

こ
れ
ま
で
に

見
た
古
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ド
に
い
た
る
広
義
の
ヴ
ェ
ー
ダ
文
献
に
お
い
て
、

神
格
と
呼

ば
れ
た
も
の
に
等
し
い
で
あ
ろ
う
。

人た
体と
にえ
入ば
り飢
ζ ・
ん渇
だは
神「
格ア
でイ

あタ
りレ

欲?ヤ
望マ-
はウ

パ
ニ
シ
ャ
ド
』

一
・
二
・
五
で
は
、

意
欲
や
欲
望
、

愛
の
神
で
あ
る
。
先
に
見
た

「
ア
タ
ハ
ル
ヴ
ァ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
』

一
・
八
に
は
飢
・
渇
の
ほ
か
、

睡
眠
、

名
誉
も
身
体
に
入
っ
た
神
格
で
あ
る
。

修
行
の
妨
げ
と
な
る
悪
し
き
身
心
〈
と
く
に
心
〉
の
状
態
を
、

魔
の
配
下
に
あ

る
軍
勢
と
す
る
の
は
、

や
は
り
身
心
に
や
ど
り
身
心
を
支
配
す
る
神
H

魔
神
を
想

定
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。魔
の
娘
(
魔
女
)
た
ち
に
よ
る
誘
惑
物
語
が
あ
る
。

女
た
ち
の
名
は
、
原
始
経
典
で
は
渇
愛
と
憂
愁
(
釦

Z
F
不
楽
〉
と
欲
情
(
円
仰
向
白
目
、

貧
欲
)
で
あ
り
、
心
の
状
態
を
一
不
す
名
称
で
あ
る
。

降
魔
伝
説
の
中
に
は
、

魔

こ
と
に
も
、
広
義
の
ヴ
ェ
ー
ダ
文
献
に
み
た
、
身
心
に
宿
る
神
、
身
心
の
機
能

と
し
て
の
神
の
観
念
に
通
ず
る
も
の
が
、
み
と
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

魔
は
「
パ
ダ
ハ

l
ナ
・
ス
ッ
タ
」
で
は
、
夜
叉
(
可
ω
r
w
v
p
句
3
・
主
む
)
と
呼

ば
れ
、

ナ
ム
チ

(
Z釦
宮
口
丘
、
守

N-b0・
h
H
ω
@
)

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

ナ
ム
チ

は
『
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
』
以
来
知
ら
れ
る
魔
神
で
あ
り

イ
ン
ド
ラ
に
征
服
さ
れ

た
と
い
う
。
ナ
ム
チ
は
阿
修
羅
族
(
仙
曲
ロ
「
P
句
て
-
H
0
・H
臼・

5
と
呼
ば
れ
る
。

叙
事
詩
に
も
登
場
す
る
。
仏
教
で
は
後
に
は
こ
の
魔
を
神
(
天
)
と
考
え
た
。
「
ジ

ャ
l
タ
カ
』
の
序

(3.告
さ
E
S
b
)
に
は
、

魔
天
子
(
富
山
円
山
門
凶

2
m，U
C
H
E
W

同】・

3
)
と
い
う
。

ま
た
魔
は
他
化
自
在
天
に
属
す
る
と
い
わ
れ
、

天
魔
、
天
子

八

魔
、
他
化
自
在
天
子
魔
と
も
い
わ
れ
る
。

し
か
し
、

同
様
に
身
心
に
宿
る
神
を
考
え
な
が
ら
も
、

ζ

れ
ま
で
の
広
義
の
ヴ

ェ
i
ダ
文
献
に
お
け
る
身
心
観
と
原
始
仏
教
の
そ
れ
と
の
重
要
な
相
違
が
あ
る
。

仏
教
に
お
い
て
は
、
修
行
の
妨
げ
と
な
る
、

排
除
す
べ
き
身
心
の
状
態
が
、
魔
神

ゃ
、
そ
の
軍
勢
で
あ
り
、

そ
の
娘
で
あ
っ
て
、

乙
れ
を
克
服
し
よ
う
と
い
う
趣
旨

に
お
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
身
心
の
機
能
等

を
神
と
し
て
崇
拝
観
想
す
る
の
で
は
な
い
。

む
し
ろ
、

魔
の
軍
勢
を
追
い
払
お
う

と
す
る
と
と
ろ
に
主
根
が
あ
る
。
魔
す
な
わ
ち
魔
神
は
無
用
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
後
に
は
降
魔
伝
説
は
強
調
さ
れ
、
魔
の
軍
勢
や
魔
の
攻
撃
の

ハ
貯
)

さ
ま
は
、
物
々
し
く
述
べ
ら
れ
る
し
、
彫
刻
や
絵
画
等
に
お
い
て
も
、

円
弱
)

の
様
子
が
表
さ
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
戦
闘

先
に
見
た
、

「
パ
ダ
ハ
|
ナ
・
ス
ツ

タ
」
に
お
い
て
は
、
魔
は
怠
け
者
の
親
族
と
呼
び
か
け
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
ま
た

魔
の
い
う
こ
と
ぱ
(
生
き
の
び
て
福
徳
を
積
め
と
い
う
)
は
、
岡
山
う
に
、
仏
自
身
の
内

心
の
思
い
|
|
迷
い
を
示
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

パ
l
リ
『
相
応
部
』
の
「
魔
相
応
」
に
は
、

魔
が
登
場
し
て
、

仏
(
時
に
は
仏

弟
子
)
に
語
り
か
け
る
内
容
を
記
す
も
の
が
多
い
。

魔
は
仏
の
心
の
中
の
思
い
を

知
っ
て
、
あ
る
い
は
仏
が
何
か
決
心
を
し
た
と
き
に
、
あ
ら
わ
れ
て
、
仏
に
そ
の

考
え
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
よ
う
と
す
る
。
ま
た
は
仏
が
苦
境
に
あ
る
と
き
に
魔
が

あ
ら
わ
れ
て
さ
さ
や
く
。
そ
れ
に
対
し
て
仏
は
、
魔
の
と
と
ば
を
し
り
ぞ
け
る
。

魔
は
見
破
ら
れ
た
と
知
っ
て
姿
を
消
す
。

ζ

の
「
魔
相
応
」
を
と
り
あ
げ
た
増
谷

文
雄
博
士
は
、
魔
と
は
「
内
な
る
悪
し
き
者
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
仏
の
心
の
不

安
、
ま
ど
い
を
語
っ
て
い
る
、
と
解
し
て
い
る
。
ま
き
し
く
、
そ
う
で
あ
ろ
う
。

た
だ
私
は
、
そ
う
い
う
心
の
迷
い
や
不
安
を
、
魔
と
い
う
一
一
穫
の
神
格
と
見
倣
す

と
こ
ろ
に
、

イ
ン
ド
古
来
の
、
身
心
に
宿
る
神
の
観
念
が
、
な
お
連
続
し
て
い
る

と
見
る
の
で
あ
る
。

魔
(
富
山

E
)
と
は
「
殺
す
者
」
の
意
で
、

死
神
(
冨

R
E
)
と
も
同
じ
で
あ

る
が
、
心
中
の
賊
(
欲
望
、
不
安
、
疑
等
〉
で
あ
る
乙
と
を
見
た
。
さ
ら
に
、
身
心

の
要
素
で
あ
る
五
癌
の
各
々
が
魔
で
あ
る
と
い
う
。
色
・
受
・
想
・
行
・
識
が
魔

で
あ
る
。
聖
弟
子
は
色
等
を
厭
離
し
、
解
脱
す
る
、
と
い
う
。
色
等
を
魔
と
見
る
、

と
い
う
の
は
、
色
等
に
と
ら
わ
れ
ず
、
色
等
に
対
し
て
離
欲
す
る
乙
と
を
教
え
る

の
で
あ
い
叩
F

色
等
五
慈
を
魔
と
い
う
の
は
、
古
来
の
身
心
に
や
ど
る
神
の
観
念
の

延
長
線
上
に
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、

そ
れ
を
魔
神
と
見
る
と
こ
ろ
に
栢
違
が
あ
る
。

仏
教
も
輪
廻
を
前
提
に
し
て
い
る
。
乙
の
輪
廻
を
し
て
い
く
主
体
と
な
る
も
の

は
何
か
。
初
期
の
古
ウ
パ
ニ
ジ
ャ
ド
の
哲
人
ヤ

l
ジ
ュ
ニ
ャ
ヴ
ァ
ル
ク
ヤ
に
あ
っ

人
の
死
後
に
肉
体
か
ら
出
て
行
っ
て
転
生
す
る
主
体
は
ア
!
ト
マ
ン
と
呼

(
位
)

ば
れ
て
い
た
。
が
、
仏
教
に
お
い
て
は
そ
の
よ
う
な
ア
!
ト
マ
ン
を
い
わ
な
い
。

て
は
、

し
か
し
死
後
に
も
存
続
し
て
輪
廻
を
可
能
に
す
る
も
の
が
考
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ

(

凶

山

)

(

刷

出

)

り
、
そ
れ
が
識
と
呼
ば
れ
、
ガ
ン
ダ
ハ
ル
ヴ
ア
〈
ガ
ン
ダ
ハ
ッ
パ
)
と
呼
ば
れ
る
。

こ
の
ガ
ン
ダ
ハ
ル
ヴ
ァ
も
一
一
極
の
神
的
存
在
に
外
な
ら
な
い
。

仏
伝
は
降
魔
成
道
に
続
い
て
焚
天
勧
詰
を
語
る
。
説
法
を
た
め
ら
っ
て
い
る
仏

古
代
イ
ン
ド
の
身
心
観
と
仏
教
(
村
上
)

の
心
中
を
知
っ
て
、
党
天
が
仏
の
前

κあ
ら
わ
れ
て
、
仏
に
説
法
を
勧
め
る
。
そ

(
街
〉

れ
に
応
じ
て
仏
は
世
間
を
眺
め
説
法
す
る
決
心
を
し
た
、
と
い
う
。
こ
れ
は
仏
の

心
に
呼
応
す
る
神
で
あ
る
。
党
天
勧
請
も
仏
の
心
の
中
の
出
来
事
で
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
だ
が
、
党
天
勧
詰
と
い
う
形
で
伝
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
仏
に
と
っ
て
も

自
己
を
超
え
た
神
的
存
在
の
は
た
ら
き
か
け
が
あ
っ
た
、
と
信
ず
る
一
般
の
心
情

が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
党
天
や
他
の
諸
天
、
天
子
と
の

対
語
を
記
す
経
典
が
『
相
応
部
』
の
中
に
多
く
あ
る
。
乙
れ
ら
も
心
に
呼
応
す
る

神
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
魔
の
よ
う
に
身
心
に
宿
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
に
せ
よ
、

心
の
思
い
に
応
じ
、
対
話
す
る
神
的
な
存
在
が
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

五

む
す
び

以
上
、
身
心
観
を
神
観
念
と
の
関
連
に
お
い
て
眺
め
て
き
た
。
イ
ン
ド
思
想
に

し
て
も
、
仏
教
に
つ
い
て
も
、
乙
れ
以
後
の
観
念
の
変
遷
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
勿
論
で
あ
る
。
原
始
仏
教
が
古
来
の
観
念
を
受
け
つ
ぎ
、
し
か
も
転
換

さ
せ
、
身
心
に
や
ど
る
神
を
ば
、
魔
神
と
し
て
し
ま
っ
た
乙
と
を
も
見
た
。
だ
が
、

私
ど
も
の
身
心
を
あ
ら
し
め
、
私
ど
も
を
生
か
し
て
い
る
力
を
、
魔
の
せ
い
だ
け

に
す
る
に
は
、
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
も
う
一
度
、
転
換
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
私
ど
も
を
生
か
し
て
い
る
力
は
実
は
仏
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
も
表
さ
れ

〈

M
W
)

る
に
い
た
る
。
こ
の
経
緯
を
詳
し
く
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
な
お
多
く
の
研
究
の

時
間
と
、
紙
巾
を
必
要
と
す
る
。
と
れ
を
人
午
後
に
期
し
て
一
ま
ず
欄
筆
し
た
い
。

九



古
代
イ
ン
ド
の
身
心
観
と
仏
教
(
村
上
)

註〈
1
)
ベ
ナ
レ
ス
の
ガ

l
ト
に
つ
い
て
は
山
折
哲
雄
「
聖
地
と
仏
教
の
機
能
」
(
『
日
本
仏
教

学
会
年
報
』
第
四
七
号
、
昭
和
五
六
年
度
、
三
三
一

i
一
一
一
四
四
ペ
ー
ジ
)
参
照
。

(
2
)

ミ
ト
フ
ナ
に
つ
い
て
は
、
杉
本
卓
洲
「
ミ
ト
ウ
ナ
〈
ζ
一
匹
ロ
ロ
と
と
仏
塔
」
(
中
川

善
教
先
生
頒
徳
記
念
論
集
『
仏
教
と
文
化
』
昭
和
五
八
年
、
四
二
一

l
四
四
四
ペ
ー
ジ
)

参
照
。

(
3
〉
辻
直
四
郎
『
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
讃
歌
」
(
岩
波
文
庫
)
一
二
一
五
ペ
ー
ジ
参
照
。

(
4
)
同
三
四
三

l
三
四
四
ペ
ー
ジ
参
照
。

ヴ
ェ
ー
ダ
の
神
観
念
、
神
話
に
つ
い
て
、
〉
・
〉
・
玄
白
円
ι
O
z
-
-
-
M
J
F
G
S
K
R町
民
x
b
?

な
hk
参
照
。

(
5
)
込
ヌ
ロ
・
∞
に
つ
い
て
は
佐
保
田
鶴
治
『
イ
ン
ド
正
統
派
哲
学
思
想
の
始
源
』
(
創

文
社
、
昭
和
三
八
年
)
二
一
七
ペ
ー
ジ
以
下
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

(
6
)
同
一
一
一
五
ペ
ー
ジ
以
下
参
照
。
ま
た
辻
直
四
郎
『
ア
タ
ル
ヴ
ァ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
讃
歌
』

(
岩
波
文
庫
)
二

O
六
|
一
一
一

0
ペ
ー
ジ
参
照
。

(
7
)
辻
直
四
郎
『
リ
グ
・
グ
ェ

l
ダ
讃
歌
』
=
一
一
一
一
一
ot--

一
二
一
二
二
ペ
ー
ジ
参
照
。

(
8
)
辻
直
四
郎
『
ア
タ
ル
ヴ
ァ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
讃
歌
』
一
九
九

l
二
O
二
ペ
ー
ジ
参
照
。

後
の
文
献
に
お
け
る
カ
!
?
神
に
つ
い
て
は
、
原
実
「
古
典
イ
ン
ド
の
愛
」
(
『
仏
教
思

想

1

愛
』
平
楽
寺
書
庖
)
一
九
四

l
ニ
O
二
ペ
ー
ジ
参
照
。

(
9
)
辻
直
四
郎
『
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
讃
歌
』
三
一
八
|
一
一
一
一
一
一
ペ
ー
ジ
参
照
。
ま
た
拙
著

『
サ
川
以
ク
ヤ
哲
学
研
究
』
(
春
秋
社
、
昭
和
五
三
年
)
二
三
!
二
五
ペ
ー
ジ
参
照
。

『
原
人
の
歌
』
の
初
め
に
お
い
て
は
、
乙
の
プ
ル
シ
ャ
は
千
頭
・
千
限
・
千
足
の
宇

宙
大
の
怪
物
で
あ
る
が
、
犠
牲
に
供
せ
ら
れ
る
プ
ル
シ
ャ
は
、
も
は
や
怪
物
で
は
な
く
、

普
通
の
人
の
よ
う
に
、
一
つ
の
頭
、
両
眼
、
両
足
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

(
叩
)
【
リ
言
苫
R

刊。
h
し
て
や
円
程
・
印
-
H
由、
t
H
印・

〈日

)
p
z
b白
H
E・句、
hb遺
品
言

H0・u
・
ω・
由
(
〉
・

4
『岳町『噂印

E

U
・ミ∞)・

(
臼
)
句
ミ
毛
白
Hbh-守
・
同
・
品
・
印
・
∞
l
ロ

(U-
品、

1
3・

四
0 

(
日
〉
金
倉
園
照
『
印
度
古
代
精
神
史
』
(
昭
和
一
四
年
)
第
二
章
「
全
一
へ
の
階
梯
」
は
、

全
機
能
の
統
一
者
と
し
て
ア

i
ト
7

ン
が
選
ば
れ
る
に
い
た
る
ま
で
の
過
程
に
つ
い
て

考
察
し
て
い
る
。

(
H
)
切
立
-
H・品
-
H
J叶
・
前
掲
拙
著
四
一
l
l
四
二
ペ
ー
ジ
参
照
。

(
日
)
と
H・
H・
H
-
H
J
H・
ω-HN・
前
掲
拙
著
四
二
|
四
四
ペ
ー
ジ
参
照
。

(
凶
)
前
掲
拙
著
一
二
八
ペ
ー
ジ
以
下
参
照
。

(
ロ
)
向
二

O
六
ペ
ー
ジ
註
(
抑
制
)
参
照
。

辻
直
四
郎
「
チ
ャ

i
ガ
レ

l
ャ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ツ
ド
」
(
宇
井
博
士
還
暦
記
念
論
文
集

『
印
度
哲
学
と
仏
教
の
諸
問
題
』
所
収
。
ま
た
辻
『
ヴ
ェ
ー
ダ
学
論
集
』
八
五
ペ
ー
ジ

以
下
)
参
照
。

(
四
)
♀
雪
札
。
E
h
-
q
b・∞
-MJω
・
前
掲
拙
著
九
九
ペ
ー
ジ
参
照
。

〈m
m
)
n
h
w
-
a
-
H
・
品
・
こ
の
文
の
解
釈
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
著
九
九
ペ
ー
ジ
参
照
。

(
初
)
♀
・
∞
-M-MJAR-

(
幻
)
(
リ
』
・
由
-
u・
Mlω
・

(
担

)
Q
Y
白・品

-HI叶・

(お

)
C
w・由・日
-HJAH・

〈
引
此
〉
♀
一
・
由
・
吋
-
H
J由・

(お
)
n
b
.

∞∞・∞・

(
知
山

)

n

b
・
∞
∞
-
一
1

・

(
幻
)
旬
、
恥
白
色
晶
、
両
官
-yhbhH-qb・品
-AH
印
-AH・品目凶印・

(
お
〉
』
同
三
・

ω・吋・
ω
i
n
-

(
m
m
)

窓、
p

u
・由・∞

l
ロ
.

(
初
)
匂
『
、
b

・
AH・
ω・日1
・

(
況
)
身
心
に
神
々
、
と
く
に
造
物
主
が
宿
る
と
い
う
観
念
は
、
唯
一
の
原
理
が
転
変
し
て

世
界
と
な
る
、
と
い
う
転
変
説
に
な
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
後
の
ヴ
ェ
ー
ダ

l
ン
タ
派

は
、
大
体
、
こ
の
よ
う
な
世
界
原
因
に
最
高
神
を
あ
て
た
。
し
か
し
サ

l
ン
ク
ヤ
派
の

転
変
説
は
、
転
変
の
系
列
か
ら
プ
ル
シ
ヤ
(
霊
我
)
を
除
外
し
、
世
界
原
因
を
神
か
ら

分
離
し
た
。
ニ
ャ

l
ヤ
派
や
ヴ
ア
イ
シ
ェ

l
シ
カ
派
は
、
世
界
や
生
類
(
人
)
は
複
数

の
要
素
(
四
元
菜
、
意
、
我
な
ど
)
か
ら
成
る
と
す
る
積
集
説
で
あ
る
。
乙
乙
で
は
最

高
神
は
単
な
る
動
力
因
で
あ
る
。

(
明
記
)
杉
本
卓
洲
「
古
代
イ
ン
ド
の
墓
制

(ω
自
白
色

E
ι
r
R
Sと
に
つ
い
て
」
(
『
印
仏
研
』

第
一
九
巻
第
二
号
、
昭
和
四
五
年
)
、
山
折
哲
雄
「
叙
事
詩
に
み
え
る
送
葬
儀
礼
百

Ba

ge百
円
吉
田
)
」
(
『
日
仏
報
』
第
二
六
号
、
昭
和
三
五
年
度
)
参
照
。

(
お
)
杉
本
「
ミ
ト
ウ
ナ
(
玄

X
E
E
)
と
仏
塔
」
(
前
記
)
参
照
。

(
日
品
)
拙
稿
「
古
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ツ
ド
の
ア
l
ト
マ
ン
(
我
)
と
原
始
仏
教

i
i光
の
表
象
と

白
洲
白
帰
依
を
め
ぐ
っ
て
」
(
「
文
化
』
第
三
六
巻
第
一
・
一
一
号
、
昭
和
四
七
年
〉
参
照
。

(
お
)
拙
稿
「
イ
ン
ド
思
想
史
に
お
け
る
心
の
問
題
」
(
『
印
仏
研
』
第
三

O
巻
第
二
号
、
昭

和
五
七
年
)
。

(
お
)
た
と
え
ば
ミ
・

2
0・
N∞
ζ
岳
山
『
同
門
仲
立
ロ
E
O
B目白白白
E
g
o
-
℃
-H∞
印
同
・
)
、
『
中
阿

含
』
巻
七
「
象
跡
総
経
」
(
吋
大
正
』
一
、
四
六
四
下
)
。

(
幻
)
た
と
え
ば
ミ
-
Z
0・
HH印
回
目
F
E
E
Z
E
-
g立
国
(
回

-
H
y
g
と
、
『
中
阿
合
』
巻

四
七
「
多
界
経
」
(
『
大
正
』
一
、
七
二
三
中
)

0

(
お
)
平
川
彰
「
原
始
仏
教
の
認
識
論
」
(
理
想
社
『
講
座
仏
教
思
想
』
第
二
巻
)
一
七
ぺ

ー
ジ
。

(お
)

h
・
a
-
N
ω
(
弓・℃・

5H)

(ω)
平
川
前
掲
論
文
二
六
ペ
ー
ジ
に
よ
る
。

(
但
)

h
・
弓
・
℃
・
ゲ
ミ
・
同
・
℃
-
N
∞品・

(
必
)
句
・
弓
・

]YM・
hh・同
-H}-M∞品・

(
川
町
)
ヨ
ミ

-H
・官
-
H
p
h
E
匂・

8

2
円
・
拍
車
唱
『
サ

1
ン
ク
ヤ
哲
学
研
究
』
七
四
二
ぺ

l

ジ
以
下
参
照
。

(
必
〉
句
・
同
-HY
∞
斗
・
『
雑
阿
合
』
巻
二
(
四
六
)
(
『
大
正
』
二
、
一
一
下
)
。

(
必
)
』
・
同
・
司
・

8
・
「
雑
阿
合
』
巻
二
(
四
一
)
(
同
九
下
)
。

(必
)
N
V・同・

3
・
N
S
I
N
g
-
ミ
-
H
-
E
Y
E
-
g・
拙
稿
「
古
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ツ
ド
の
ア

l

古
代
イ
ン
ド
の
身
心
観
と
仏
教
(
村
上
)

ト
マ
ン
(
我
)
と
原
始
仏
教
」
(
前
記
)
一
ム
ハ
三
ペ
ー
ジ
参
照

(
円
引
)
伊
藤
道
哉
「
ミ
同
町
三
♀

g
a立
と
仏
教

i
i身
体
観
を
中
心
に

i
i」
(
『
東
北

印
度
学
仏
教
学
会
論
集
』
第
九
号
、
昭
和
五
七
年
、
五
六
九
ペ
ー
ジ
以
下
)
参
照
。
身

体
を
不
浄
と
す
る
見
方
は
、
伊
藤
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ジ
ャ
ィ
ナ
聖
典
や
『
マ
ハ

l
パ
ハ

l
ラ
タ
』
等
に
も
あ
る
。
後
の
ヨ

l
ガ
派
に
も
あ
る

(
E
hや
る
マ
9
z
b
h
E

N

・
印
・
前
掲
拙
著
七
一
七
ペ
ー
ジ
参
照
)
o

不
浄
な
る
身
体
の
観
念
と
、
神
観
念
と
は
ど

う
関
係
す
る
の
か
、
な
お
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
つ
い
て
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
必
)
か
つ
て
畏
友
丸
山
孝
雄
氏
は
降
魔
を
テ

1
7
と
し
た
卒
業
論
文
を
物
し
た
(
昭
和
三

二
年
)

o

そ
の
と
き
に
、
氏
よ
り
種
々
の
知
見
を
得
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。
ま

た
、
円
巧

E
E
R
Y
富
山
門
担
ロ
ロ
門
円
切
亘
書

F
A
Z
Eミ
言
、
詰
弘
同
『
』
U
F
凡
な
な
h
な
S
'

NmhHミ
H
h
h
p
g
n
E
h
h
h
kミ
同
宮
古
ロ
忌
』
b
h
P
5
n
p
h誌
の
ご
と
な
hK向
、
民
ミ
モ
マ

之
さ
町
宮
、
富
民
ぐ
∞
同
ロ
P

F冊
目
宮
山
聞
広
甲
山
参
照
。

(
却

)ω
巾
ロ
副
司
ぺ
由
主
・
同

-H}℃
-
N
g
l
N
8・

〈
印
)
巻
二
五
、
精
進
苦
行
品
第
二
九
、
『
大
正
』
三
、
七
六
九
中
|
下
。

〈
日
)
戸
民
自
由
ロ
ロ
ィ

E
-
同省
-
N
2
1
M
8・

(
臼
)
巻
七
、
往
尼
連
河
品
第
十
八
、
『
大
正
』
三
、
五
八
二
中
下
。

(
臼
)
智
・

8
∞
i
お
∞
に
相
当
す
る
も
の
に
は
h
a
s
hミ
h
H
h
E
H
Y
N白
N
E
E
-
』向島
phthhHR

同
-
u
-
N品。
"
l
J

『
方
広
大
荘
厳
経
』
巻
七
、
『
大
正
』
三
、
五
八
二
下
、
『
仏
本
行
集

経
』
巻
二
五
、
同
七
六
九
下
、
『
大
智
度
論
』
巻
五
『
大
正
』
二
五
、
九
九
中
、
巻
一

五
、
同
一
六
九
上
が
あ
る
。
右
に
は

h
ミ
む
ミ
な
E
E
に
よ
っ
て
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語

形
を
も
示
し
た
。
尊
敬
に
あ
た
る
語
は

h
ミ
ミ
ミ
主
白
ミ
で
は
国
間
苦
笑
帥

E
と
あ
る

が
、
』
h
s
h
S
M
H廷
の
如
く
印
白
浜
町
白
で
あ
ろ
う
。
頑
固
に
相
当
す
る
語
は
他
に
な

い
よ
う
で
あ
る
。
が
、
そ
の
他
は
殆
ど
す
べ
て
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

(
剖
)
智
・
∞
ω印
町
二
勾
-
H
-
H
Y
M
N品
問
・
『
雑
阿
合
』
巻
三
九
(
一

O
九
二
)
『
大
正
』
二
、

二
八
六
中
|
二
八
七
下
。
魔
女
の
名
は
愛
欲
、
愛
念
、
愛
楽
。

(
日
)
〉
〉
・
玄
同
n
E
5】]・吋
p
h
S色
町
ミ
ミ
ぎ
な
E

E
・
H
a
H
I
H
S
-
H
W・
4
『
-
E
C匂』

5
5
3
R
ミ
ミ
ぎ
な
h
k
B
-
E
N
l
H
U
ω
・
zn-

四



古
代
イ
ン
ド
の
身
心
観
と
仏
教
(
村
上
)

(
回
)
『
望
月
仏
教
大
辞
典
』
の
四
魔
、
魔
、
他
化
自
在
天
の
項
参
照
。

(貯〉
L

雨
宮
古
・
昌
弘
雪
白
骨
白

H
E
N
H
・

s-ユ
la-
同植え

K
E
S芸
品
出
口
玄
仰
『
告
と

ap

h
h
s
s
h
h
H
向、白

M
H

豆
町
立

Z
Z白
5
・宮門戸
4
R
S
(
3・N
3
l
包
ω
)
、
『
方
広
大
荘

厳
経
』
巻
九
(
降
魔
品
第
二
一
)
、
霊
園
曜
経
』
巻
八
ハ
降
魔
品
第
一
八
〉
、
『
過
去
現

在
因
果
経
』
巻
一
ニ
(
同
六
三
九
下
l
六
四
一
上
)
、
『
仏
所
行
讃
』
巻
三
〈
破
魔
品
第

十
一
ニ
て
そ
の
他
。

(
回
)
た
と
え
ば
ア
ジ
ャ
ン
タ
i
第
一
窟
左
畿
の
壁
画
は
有
名
、
(
『
望
月
仏
教
大
辞
典
』
附

図
二
三
日
同

-
P
5
F
M
1君
、
ミ
ミ
s
h
h
宮
町
宮
切
立
忌
芝

E
2・
ロ
ミ
ミ
2

ミ

h
h
a
昌HhwJ10--H-Mν
日・∞・)。

(
臼
〉
増
谷
文
雄
『
ア
l
ガ
マ
資
料
に
よ
る
仏
伝
の
研
究
』
(
昭
和
三
七
年
、
在
家
仏
教
協

会
)
一
一
一
一
ペ
ー
ジ
以
下
。

(

ω

)

何

回

-
H
y
s
m
-

『
雑
阿
合
』
(
一
二
四
)
『
大
正
』
二
、
四
O
中
。
増
谷
前
掲
書
ニ

一
回
ぺ

i
ジ
参
照
。

(
但
)
何
回
-
H
Y
H
由
∞
・
『
雑
阿
含
』
(
一
二
五
)
問
、
四
O
下
。
ま
た

9

H

・M
M
H
Y
H
5
1

H
H
a

に
は
限
と
色
と
、
限
に
接
触
す
る
識
の
領
域
(
眼
識
処
)
が
魔
波
句
の
所
有
で
あ

り
、
耳
、
鼻
、
舌
、
身
、
意
等
も
同
様
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
な
い
と
こ
ろ
は
魔
の
境

界
で
な
い
と
い
う
。

(
回
)
凶
ユ
・
品
・
品
-
N

前
掲
拙
著
八
二
ペ
ー
ジ
。

(
邸
)
N
V・同・

3
・g
l

g

(
三
岳
山
口
広
削
ロ
曲
目
白
・
)
、
『
長
阿
含
』
巻
一

O
「
大
縁
方
便
経
」

(
『
大
正
』
一
、
六
一
中
)
、
『
人
本
欲
生
経
』
(
間
二
四
三
中
)
、
『
大
生
義
経
』
(
同
八
四

五
中
)
、
『
中
阿
含
』
巻
二
回
「
大
図
経
」
(
同
五
七
九
下
〉
。
木
村
泰
賢
『
原
始
仏
教
思

想
論
』
(
大
法
輪
閣
、
昭
和
四
二
年
版
)
一
ム
ハ
O
、
二
一

0
ペ
ー
ジ
参
照
。
識
が
母
胎

に
入
ら
な
け
れ
ば
名
色
は
母
胎
に
お
い
て
生
長
し
な
い
云
々
と
い
う
。

(

倒

)

』

h
-
H
・

s・M
g
l
N
g
(
∞ω
・
玄
岳
民

2
5
g
p
r
E
E
s白
・
〉
、
『
中
阿
合
』
巻
五

四
「
喋
帝
経
」
(
『
大
正
』
一
、
七
六
九
中
〉
。
妊
娠
(
受
胎
)
は
、
母
と
父
が
交
り
、

母
に
月
経
が
あ
り
ガ
ン
ダ
ハ
ッ
パ
が
現
前
す
る
、
と
い
う
三
事
和
合
が
あ
る
と
お
こ
る
、

と
い
う
。
木
村
前
掲
書
一
六
O
、
二
一
六
ペ
ー
ジ
歩
属
。
ま
た
三
事
和
合
は
ミ
-
F

四

H
Y
H
勾
(
由
ω
・〉臼帥曲目仰

E
E
G
-〉
『
中
阿
含
』
巻
三
七
「
阿
摂
恕
経
」
〈
六
六
六
上
)

に
も
述
べ
ら
れ
る
。
『
法
適
足
論
』
巻
一
一
(
『
大
正
』
二
六
、
五

O
七
下
)
は
、
乙

の
ガ
ン
ダ
ハ
ル
ヴ
ァ
は
人
が
死
ぬ
と
き
の
最
後
の
心
意
識
で
あ
る
と
い
う
。

(
m
w
〉
句
-
H
・M
M
H
Y
M
g
l
H
ω

∞・
4bw.
昌・

H
-
H
V
H
Y
A
P
-
-
一
コ
『
四
分
律
』
巻
三
ニ
(
『
大
正
』
二
二
、

七
八
六
|
七
八
七
〉
、
『
五
分
律
』
巻
一
五
〈
同
一

O
三
l
一
O
四
〉
そ
の
他
。

(
館
山
〉
気
づ
い
た
点
の
み
を
記
し
て
み
よ
う
。

ω報
身
仏
。

l
l
'
大
乗
仏
教
(
浄
土
教
)
に

お
い
て
は
、
た
と
え
ば
阿
弥
陀
仏
は
誓
願
〈
本
願
〉
を
成
就
し
て
は
じ
め
て
仏
と
な
り
、

し
か
も
現
に
極
楽
世
界
に
い
ま
す
と
い
う
。
そ
の
本
願
の
中
に
は
念
仏
往
生
の
願
と
か

巻
属
長
寿
の
願
が
あ
る
と
と
は
、
仏
は
そ
れ
を
実
現
す
る
力
で
あ
り
、
衆
生
を
し
て
極

楽
に
生
ぜ
し
め
、
長
寿
な
ら
し
め
る
カ
で
あ
る
と
と
を
含
蓄
す
る
で
あ
ろ
う
。
閣
法
身

仏。

l
i宇
宙
に
遍
満
す
る
仏
が
考
え
ら
れ
る
と
、
そ
の
仏
を
は
な
れ
て
存
在
す
る
こ

と
は
あ
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
附
日
本
仏
教
に
お
い
て
は
、
仏
を
生
命
と
見
る
伝
統
が

あ
る
。
た
と
え
ば
道
元
(
『
正
法
眼
蔵
』
生
死
〉
は
、
「
ζ

の
生
命
は
、
す
な
は
ち
仏

の
御
い
の
ち
な
り
」
と
い
い
、
一
一
通
一
(
『
播
州
法
語
集
』
〉
も
「
仏
乙
そ
命
と
身
と
の
ぬ

し
な
れ
や
わ
が
わ
れ
な
ら
ぬ
ζ

乙
ろ
ふ
る
ま
ひ
」
と
述
べ
て
い
る
。

〔
付
記
〕
筆
者
は
庭
野
平
和
財
団
の
研
究
助
成
金
を
頂
戴
し
て
、
イ
ン
ド
に
調
査
旅
行
中

〈
昭
和
五
七
年
七
月
i
十
月
)
に
、
本
論
で
扱
う
よ
う
な
問
題
に
気
が
つ
い
た
。
同
財
団
の

好
意
に
深
謝
し
、
ま
た
拙
論
の
掲
載
を
許
さ
れ
た
本
誌
の
編
集
者
諸
賢
に
謝
意
を
表
す
る
。

(
む
ら
か
み
し
ん
か
ん
・
東
北
大
学
文
学
部
教
授
)

縁
起
を
語
る
命
題
に
お
け
る
否
定
と
肯
定

『
中
論
』

の
論
理
学
的
考
察

ニ
つ
の
項
に
つ
い
て
語
る
命
題

わ
れ
わ
れ
は
己
に
『
中
論
』
に
お
い
て
竜
樹
が
縁
起
の
関
係
に
あ
る
い
わ
ゆ
る

「
二
つ
の
項
」
の
様
々
な
組
を
取
り
上
げ
た
の
を
見

h
R
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
ら
の

様
々
な
「
二
つ
の
項
」
の
組
を
竜
樹
は
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

彼
が
そ
れ
ら
を
扱
う
仕
方
を
考
察
す
る
た
め
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
ど
の
よ
う
な
方

法
を
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
は
己
に
竜
樹
が
し
ば
し
ば
一
組
の
町
「
二

つ
の
項
」
と
そ
れ
ら
の
閣
の
関
係
を
一
つ
の
命
題
の
中
で
語
る
の
を
み
た
。
前
稿

(
一
)
に
お
い
て
考
察
し
た
例
一
(
『
中
論
』
八
章
第
一
ニ
偶
a
b
)
や
例
二
(
一
九
章

乙
の
よ
う
な
種
類
の
諸
命
題
を

考
察
す
る
な
ら
ば
、
竜
樹
の
『
中
詳
細
』
に
お
け
る
論
議
の
構
造
を
理
解
す
る
手
が

第
一
偶
〉
は
そ
の
よ
う
な
命
題
の
例
で
あ
っ
た
。

か
り
が
得
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

以
下
の
例
三
か
ら
例
八
も
そ
う
し
た
命
題
の
例
で
あ
る
が
、

乙
れ
ら
に
は
共
通

の
特
質
が
見
ら
れ
る
。

縁
起
を
語
る
命
題
に
お
け
る
否
定
と
肯
定
(
立
川
)

fヘ
一一、、J

立

武

蔵

l
 
l
 

'
E
E

，， 

~J 

s
h
H
~
v
b
b
g
B
b
F
p
b
g
:
-
b
除
虫
色
さ
:
・
¥
¥
(
五
章
第
七
燭
)

〈
虚
空
は
存
す
る
も
の
で
も
な
く
存
し
な
い
も
の
で
も
な
い
。
:
・
)

右
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
文
章
は
そ
の
意
味
を
変
え
る
ζ

と
な
く
、
次
の
よ
う

に
書
き
か
え
る
と
と
が
で
き
る
。

芯

R
H
b
b
b
h
む
さ

g
b
e

。3
a
b
F
b
h
h
H
ミ

s
p
b
e
a
骨・:・
(

ω

)

(
虚
空
は
存
す
る
も
の
で
は
な
く
、

か
つ
虚
空
は
存
し
な
い
も
の
で
は
な
い
。
)

こ
乙
で
、

z
b
b
b
h
a
昔
、
.
(
虚
空
)
を

E

H
ロ
og--
と、

‘
守
、

w
b
e
h
込
町
=
(
存
す
る
も
の
〉

を

E
吋ロ
o自
=
と
、

E
h
S
』w
b
g
一
骨
=
(
存
し
な
い
も
の
)
を

z
M
Yロ
O
B
=
と
置
く
と
次

の
よ
う
な
式
が
得
ら
れ
る
。

四


